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プ レーヤーが長 い問求 めていたオール スチール が

誕生 しま した。

従来 のオールスチール ラケ ッ トの利点及び欠点 を

あ らゆる角度 か ら究明 され改良 を し今 ここに完成

され皆様 の 目の前 に現 われ ま した。

ツインシャフ トの採 用によって、フレーム とシャフ ト

とのひね りが最ノlヽ限 に押 えられ 自由 自在 なシ ョッ ト

を楽 しむ事 が出来 るで しょう。

アタ ックに よ し、 レシー プに よ し、それが S‐ 74

オール ラウン ドです。

◇ フ レームのみ (ケ ース付 )¥5′ 000

究明され /
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表
紙
撮
影

出
詈

爾

同
制
午

小
浜
正
道

■
第
２９
回
国
民
体
育
大
会

東
京

、
神
奈
川

の
四
連
覇
を

は
ば
む
　

２

栂
野
尾
、
単
複

に
大
活
躍

貧

般
男
子
）

若
手
和
歌

山
県

が
制
す

（教
員
男

子

）

６

山
形
チ
ー
ム
接
戦
を
抜
け
だ
し
栄
冠
（高
校
男
子
）

７

新
潟
が
総
体
の
雪
辱
を
は
た
し
優
勝
（高
校
女
子
）

９

■
東
日
本
学
生
選
手
権

松
口
単
複
を
制
す
、
女
子
は
日
体
大
の
独
壇
場

　
１０

■
西
日
本
学
生
選
手
権

江
口
気
迫
の
勝
利
、
女
子
は
徳
田
が
単
複
に
楽
勝
　
１２

■
日
で
見
る
技
術
講
座
（全
英
選
手
権
か
ら
）

Ｍ
ｏＡ
・ギ
ル
ク
ス
の
ス
マ
ィ
ン
ュ
　
ー７

Ｒ
・
ハ
ル
ト
ノ
の
ク
リ
ア
１
　
１８

Ｒ

・
ハ
ル
ト

ノ

の
ス

マ
ッ
シ

ュ
　

ー９

カ
ガ
ー
ド
・
ス
ト
ラ
ン
ド
組
×
ギ
ル
ク
ス
・
ベ
ッ
ク
組
　
２０

Ｐ
・グ
ナ
ラ
ン
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
　
２２

Ｐ
。グ
ナ
ラ
ン
の
プ
ッ
シ

ユ
　
２３

カ
ガ
ー
ド
・
ス
ト
ラ

ン
ド
組

×
ギ

ル
ク

ス
・
ベ
ツ
ク
組

　

２４

■
ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙
（羽
戸
民
教
）第
６
回

テ
レ
ビ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
う
ら
ば
な
し
　
２７

■
第
２
回
国
際
招
待
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
本
チ

ー

ム
苦
杯

　

３２

■
体
当
た
り
実
戦
教
室
（小
島

一
平
）第
１０
回

こ
れ

が
ダ
ブ

ル
ス
に
勝

つ
秘
訣

だ
　

３５

マ
ス

コ
ミ

の
と
ら
え
た

バ
ド

ミ

ン
ト

ン
　

３８

協
会
通
信
　
３９

み
ん
な
で
見

に

い
こ
う

オ
ー

ル
・
ジ

ャ
パ
ン
　

４０

〔
お
こ
と
わ
り

。
好
評
連
載
の
「
私
の
歩
ん
で
き
た
道
」
を
今
月
は
休
載
い
た
し
ま
す
〕



第29回国民体育大会バドミントン競技会

●茨城県石岡市

東京、神奈川の四連覇をはばむ
栂野尾ヮ単複に大活躍

高校は出形と新潟が接戦の末栄冠

日  間口

▼

一
般
男
子
▽
準
決
勝

東
京
２
　
０
愛
知

碗野印２（‐５‐３‐８・‐‐‐５‐６一‐格

池　田
２
（‐５‐５‐‐０９）０
谷

神
奈
川
２
　
１
富
山

淋　嶋
０
（８８‐―‐５‐５）２
徊

笠　井
２
（‐５‐２‐５‐‐‐‐０‐５６）・
牧

小　島
２
（‐５‐５‐‐‐‐０）０
今

▽三位決定戦

愛
知
２
１
１
富
山

精　醜０（５３日‐５‐５）２知

谷　口２（‐５‐８６‐‐１３‐７‐５）・牧

本　間２（‐５‐５‐０‐‐‐４９‐５）・今

(一般男子 )

第
２９
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
会
は
１０
月
２‐
日
か
ら
、
三

日
間
、
茨
城
県
石
岡
三
高
、
石
岡
小

学
校
両
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
が
、

一
般
男
子
の
部
で
、
東
京
都
が
過
去

三
連
勝
で
四
連
覇
を
ね
ら
う
神
奈
川

県
を
接
戦
な
が
ら
ス
ト
レ
ー
ト
で
降

し
、
優
勝
を
と
げ
た
ほ
か
、
各
種
目

に
お
い
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

▽
決
勝東
京
２
１
０
神
奈
川

枷野削
２
（‐５‐５‐‐‐３８）０
掛

栂野尾２（‐７‐５７‐‐―‐６９‐５）‐笠

▼

一
般
女
子
▽
準
決
勝

東
京
２
　
０
北
海
道

‰　蝸
２
（‐５‐８‐‐３‐４）０
・剛

石　崎
２
（‐‐‐‐「００）０
藤

▼
教
員
男
子
▽
準
決
勝

石
川
２
１
１
茨
城

期谷川
２
（‐５‐５‐‐７２）０
離

十回　来
０
（５７‐―‐５‐５）２
佐

長谷――１
２
（‐５‐５‐‐‐０８）０
大

舅護本寸野  泉村

鳥 野村 井  川島

香
川
２
　
１
岐
阜

‐‐‐―――　刺
‐
（‐６‐７５‐‐―‐８‐５‐５一２
級　棚

田　所
２
（‐‐‐２‐‐８‐‐）０
日比野

川　束
２
（‐‐‐‐‐‐Ｈ）０
名　和

▽三雌触戯哨‐０岐阜

訓　卿２（‐５‐５‐３‐‐‐５‐０‐８）・緞　冊

二品　野２（‐‐１１７‐‐１７０‐‐）０日比野

▽決勝
東
京
２
１
０
香
川

新　鵬
２
（‐８‐５‐‐‐３６）０
躙　新

石　崎
２
（‐‐‐‐‐‐５８）０
田　所

和
歌
山
２
１
１
青
森

岬　醐
０
（８‐３‐―‐５‐５）２
離　藤

森　　２
（‐５‐５‐‐‐‐３）０
佐　藤

門　間
２
⌒‐５‐５‐‐６３）０
宮　崎

▽三勅厳雄哨０青森

離　林２（‐５‐５７‐‐１６７‐５）・齢　麟

大
川
２
爾
‐‐じ
０
宮
崎

▽
決
勝和
歌
山
２
１
０
石
川

胡　鯛
２
（‐５‐８‐‐‐２‐７）０
朗谷川

森
　　２
（‐５‐５‐‐４３）０
青口

▼
高
校
男
子
▽
準
決
勝

奈
良
２
１
０
茨
城

ノ‐、塚　鉢
２
（‐５‐８‐１５‐６）０
輔

塚　本
２
（‐５‐５‐‐９５）０
大

川  藤 本藤関 川田



山
形
２
１
１
福
井

麻　動
２
（‐５‐５‐‐８９）０
廠谷訓

加　藤
０
（８６卜‐５‐５）２
長谷川

米　山
２
（‐５‐８‐‐‐‐‐３）０
中　村

▽三樹隷教哨０茨城

廠谷訓２（‐５‐‐‐５‐‐‐２‐５７一・輪　嘲

中　村２（‐５‐５８‐‐１９９‐５一０・一　―――

▽決勝
山
形
２
　
１
奈
良

▼
高
校
女
子
▽
準
決
勝

香
川
２
１
０
岐
阜

酔一　馴
２
（‐５‐５‐‐７４）０
鉱

牛　田
２
（‐‐‐‐‐‐８３）０
広

▽
三
位
決
定
戦

大
阪
２
１
０
岐
阜

卸　柵
２
（‐５‐５‐‐９３）０
独

植　野
２
（‐‐‐２‐‐２‐０）０
広

▽
決
勝新
潟
２
１
１
香
川

爛　卿
２
⌒‐５‐５‐‐５９）０
酔

関　根
０
（４６‐―‐‐１‐）２
牛

大　塚
２
（‐‐‐‐Ч・３）０
・技

加 米

軸
２
（‐５‐５・５６）０
稼
鉢

米  加

山  藤
2       1
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| | | | |
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村  塚

瀬  賀瀬

TT覆

==11       0本直   上ヒ本直

瀬  賀瀬

田 辺田

村野野

石岡小学校体育館での熱戦で

▲石岡第二高校体育館でも次々と熱戦が くり広げられた

、 
―
_、

一
爆

一　‐



栂
野
尾
、
単
複
に
大
活
躍
箇
民
体
育
大
会
一
般
男
こ

一
般
男
子
は
、
東
京
都
が
神
奈
川

県
を
決
勝
で
破
っ
て
優
勝
し
た
が
、

東
京
の
栂
野
尾

・
池
田
組
は
　
ま
ず

全
英
ベ
ス
ト
４
ペ
ア
の
実
力
を
発
揮

し
て
、
勝
敗
の
カ
ギ
を
握
る
ダ
ブ
ル

ス
で
、
小
島

・
宮
川
組
に
ス
ト
レ
ー

ト
勝
ち
し
た
。

一
複
二
単
の
試
合
形
式
を
と
る
国

体
で
は
、
ま
ず
ダ
ブ
ル
ス
を
と
る
こ

と
が
勝
つ
た
め
の
第

一
条
件
。
し
か

し
時
間
の
都
合
か
ら
シ
ン
グ
ル
ス
は

二
面
を
使
っ
て
同
時
に
行
な
っ
た
。

そ
し
て
、
第
ニ
シ
ン
グ
ル
ス
の
池
田

が
、
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
小
島

に
敗
れ
、
栂
野
尾

・
笠
井
戦
に
す
べ

て
が
託
さ
れ
た
。

昨
年
に
つ
づ
き
、
快
調
の
笠
井
に

対
し
、
栂
野
尾
も
じ
っ
く
り
と
攻
め
、

試
合
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
も
つ

れ
こ
ん
だ
。

そ
し
て
第
ニ
ゲ
ー
ム
ー２
オ
‐
ル
の

最
大
の
ヤ
マ
場
で
、
笠
井
サ
ー
ビ
ス

の
と
き
、
ネ
ッ
ト
前
で
笠
井
は
見
事

な
プ
ッ
シ
ュ
を
決
め
た
。
１３
‐
‐２
で

笠
井
逃
げ
切
る
か
と
思
わ
れ
た
瞬
間
、

主
審
は

″笠
井
選
手
の
足
が
セ
ン
タ

ー
ラ
イ
ン
を
越
え
た
″
と
の
判
生ち

こ
の
判
定
を
き
っ
か
け
に
流
れ
は
栂

野
尾
に
変
わ
り
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の

‐６
オ
‐
ル
の
末
、
わ
ず
か

一
ポ
イ
ン

ト
差
で
優
勝
を
奪
い
と
っ
た
。

だ

、
）

′

御
盗

れ

一瑾
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若
手
和
歌
山
県
が
制
す

（教
員
男
子
）

教
育
男
子
は
若
手
の
問
間
、
森
、

武
藤
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
和
歌
山

県
が
優
勝
し
た
。

四
位
に
入
賞
し
た
青
森
県
チ
ー
ム

も
、
早
大
出
の
ベ
テ
ラ
ン
佐
藤
雀
じ

と
日
体
大
出
の
佐
藤

（光
）
が
よ
く

が
ん
ば
り
、
準
決
勝
で
和
歌
山
か
ら

ダ
ブ
ル
ス
を
先
取
し
た
が
、
シ
ン
グ

ル
ス
で
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

一
方
石
川
県
は
準
決
勝
で
地
元
の

大
声
援
を
受
け
て
張
り
切
る
茨
城
県

と
対
戦
し
、
長
谷
川
が
社
会
人
大
会

三
位
の
力
を
み
せ
て
、
単
複
で
ポ
イ

ン
ト
を
あ
げ
て
、
決
勝
へ
進
出
し
た
。

し
か
し
、
決
勝
で
は
、
和
歌
山
チ

ー
ム
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
の
前

に
、
ダ
ブ
ル
ス
で
圧
倒
さ
れ
、
ス
ト

レ
ー
ト
負
け
、
つ
づ
く
第

一
シ
ン
グ

ル
ス
で
高
来
が
敗
れ
、
長
谷
川
を
使

え
な
い
ま
ま
二
位
に
甘
ん
じ
た
。

や
は
り
、
若
手
で
チ
ー
ム
を
組
ん

だ
和
歌
山
県
は
ス
ピ
ー
ド
、
ス
タ
ミ

ナ
で
上
回
り
、
と
く
に
門
間
は
、
全

日
本
教
職
員
で
の
優
勝
の
余
裕
か
ら

か
、
終
始
自
分
の
ぺ
―
ス
で
ゲ
ー
ム

を
進
め
、
見
事
に
チ
ー
ム
を
優
勝
ヘ

導
い
た
。
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山
形
チ
ー
ム

接
戦
を
抜
け
だ
し
栄
冠

曾
同
校
男
子
）

▲決勝のようす

▼山形チーム,米山・加藤組

▲奈良チーム,塚本・小倉組

「
Ｊ

′
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優勝をかける大熱戦 山形 (左 )VS奈 良 (右 )

けんめいの大声援を送る香川チーム

・く

綴
な 経

・
(1

ー



新
潟
が
総
体
の
雪
辱
を
は
た
し
優
勝
曾
同
校
女
子
）

く三位にとどまった大阪の植野・比村組

へ見事優勝の大塚・関根組 (新潟)

騰‐J■匡

ゝ

‐鯖
▼大塚に接戦で敗れた植野

R



松
口
（早
大
）
単
複
を
制
す
、
女
子
は
日
体
大
の
独
壇
場

本
年
度
の
東
日
本
学
生
ラ
ン
キ
ン

グ
は
別
表
の
と
お
り
決
定
し
た
が
、

こ
こ
で
、
去
る
７
月
に
開
催
さ
れ
た

第
１７
回
東
日
本
学
生
選
手
権
を
ふ
り

か
え
っ
て
み
た
い
。

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
準
決
勝

卍

析

２

爾

‐ ‐
じ

０

７

螺

★
昨
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
日
下
は

意
欲
的
な
攻
撃
で
、
第

一
ゲ
ー
ム

中
盤
か
ら
圧
倒
的
な
強
さ
を
み
せ
、

第
ニ
ゲ
ー
ム
は
須
藤
を
全
く
よ
せ

つ
け
ず
圧
勝
し
た
。

☆
第

一
ゲ
ー
ム
は
、
山
本
の
ス
マ
ッ

シ
ュ
攻
撃
が
冴
え
、
松
国
の
追
い

上
げ
を
許
さ
ず
、
ま
ず
先
行
。
し

か
し
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は
い
る
と

松
回
は
よ
つ
や
く
自
分
の
ペ
ー
ス

を
つ
か
み
、
す
ば
や
い
動
き
で
フ

ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
も
ち
こ
ん
だ
。

そ
し
て
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
も

快
調
で
８
１
０
で
チ
ェ
ン
ジ
エ
ン

ド
。
こ
の
ま
ま

一
方
的
に
終
わ
る

か
と
思
わ
れ
た
が
、
山
本
も
土思
地

を
み
せ
、
８
１
６
ま
で
追
い
上
げ

た
。
し
か
し
、
山
本
の
が
ん
ば
り

も
こ
こ
ま
で
。
結
局
そ
の
後
松
□

は
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
ず
決
勝
へ
進

出
し
た
。

▽
三
位
決
定
戦

山
　
本

２

（‐５‐７
‐ ‐
０‐５
）
０

須
　
藤

▽
決
勝

松
　
口

２

（‐５‐５‐２
‐‐‐
７‐２‐５
）
０

日
　
下

★
サ
ウ
ス
ポ
ー
同
士
の
対
戦
と
な
っ

た
が
、
二
連
勝
を
ね
ら
う
日
下
は

ま
ず
第

一
ゲ
ー
ム
を
羊
ル取
、
優
勝

へ
一
歩
近
づ
い
た
。
第
ニ
ゲ
ー
ム

も
優
位
の
ま
ま
Ｈ
１
１０
と
リ
ー
ド

し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
日
下
は
痛

い
ネ
ッ
ト
前
の
ミ
ス
を
お
か
し
、

松
口
に
ツ
キ
が
回
っ
て
い
っ
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
も
日
下
は
前

半
リ
ー
ド
し
な
が
ら
ミ
ス
が
多
く
、

結
局
白
滅
の
形
で
松
口
に
栄
冠
を

さ
ら
わ
れ
た
。

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
準
決
勝

♂
悦
２
爾
‐‐じ
０
計
」

譜
』
２
爾
‐‐じ
０
詐
鶴

▽三位決定戦

佐　伯
２
（‐‐‐‐‐‐９９）０
井　上

▽
決
勝

西
　
尾

２

（‐‐‐‐
‐ ‐
６ ８
）
０

陣
　
内

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
準
決
勝

一畔』一２（‐５‐５‐‐３３）０（動北琳）

卍揃
２碗‐‐じ
０韓』

▽三位決定戦

動　淋２（‐５６‐５‐‐‐８‐５‐３）・茶′‐、　神 ▽
決
勝

師
　
叫

２

⌒‐５‐５
‐ １
９‐‐
）
０

懃
　
縣

★
第

一
ゲ
ー
ム
は
両
ペ
ア
と
も
に
イ

ー
ジ
ー
ミ
ス
が
目
立
ち
い
さ
さ
か

内
容
に
乏
し
い
も
の
と
な
っ
た
が

第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は
い
る
と
、
よ
う

や
く
決
勝
に
ふ
さ
わ
し
い
戦
い
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
折
井
組
は
気

迫
の
こ
も
っ
た
ゲ
ー
ム
展
開
で
、

接
戦
を
ぬ
け
だ
し
て
、
見
事
優
勝

し
た
。

軍松
さ口
2

■15σ
l l l
61015

1

11

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
準
決
勝

畔̈』一２（‐５‐‐‐５‐‐‐３‐５５）・柳足『

一畔姉ばつ（‐５‐５‐‐７‐‐）０（鰤女ぃ）

▽三位決定戦

糀　Ⅲ
２
（‐５‐５‐‐７９）０
陥　徊

▽決勝
Ｍ　札
２
（‐５‐５‐‐７‐０）０
価　‐‐‐‐‐‐

〔評

・
関
東
学
生
連
盟
〕

石田・吉田組 ∈毒影爵ご



第 17回東日本学生選手権大会ランキング

く男子シングルス〉

1松 口 金彦 (lll 大 )
2日 下  昇 (中 大 )
3山本 茂樹 (中 大 )
4須藤  茂 (日 体大 )
5栗原 恒夫 (日 体大 )
6出石  勉 (日 体大 )
7竹林 良明 (日 体大 )
ぅ堀口 昇― (日  大 )

く男子ダブルス〉

1板苫 量3(早 大)
2音
]雷 ′lH::(日体大)
3菫森 
勝墜(東 Jヒ学院)

4尖寒 王嚢(早 大)
5晨百 泰量(中 大)
6羅聴 菖具(東北学院)
7雇渠 蝙査(東北学院)
8警思 型監(慶 大)

く女子シングルス〉

1西尾真理子 (日 体大 )
2陣内 裕子 (日体大 )
3佐伯 智子 (日 体大 )
4井上 昌子 (日 体大 )
5石 田 雅子 (日 女体 )
6桜井 誠子 (日体大 )
7高瀬 治子 (日 体大 )
8日 向野藤枝 (日 体大 )

く女子ダブルス〉

1顧柔昇稽重(日体月
2喜冒撃季佃女体大)
3算里 昌季(日体大)
4舞思美暮季(日体大)
5藤
蓄美[季

(日女体大)

6練
木

曇望季 (日
女体大 )

7奔
i:三

弥月こ
(日女体大)

8‖
:栞
暮
種   (日
女体大)

4

し,薇
||_

貯
〔



第
１４
回
西
日
本
学
生
選
手
権
大
会

は
去
る
８
月
１９
日
か
ら
６
日
間
、
広

島
県
立
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
別
表

の
と
お
り
、
本
年
度
の
西
日
本
学
生

ラ
ン
キ
ン
グ
が
決
定
し
た
。

▼
男
子
団
体
戦
▽
準
決
勝

福
岡
ガ
３

⌒韓
・ ２
‐ １
０ ０
）
０
立
命
館

近
畿
大
３

（轍
一・ ２
‐ １
０ ０
）
０
能
宋
出
口

▽
三
位
決
定
戦

立
命
館
３

（
］
２．
― ‐
Ｈ
）
２
能
太
出
円

▽
決
勝
近畿大３
（］・２‐―・０）・福岡大

徹　臨̈
２
一‐８‐５‐０‐‐‐‐４‐‐‐５一・
秋　束

和　田
２
⌒‐８‐５‐‐‐６６）０
大　東

▼女子団体戦▽準決勝

は姫輝３
⌒轍・２‐―・０）・蘇雛最

賦輩畑３
（韓・２‐１００）０広島大

▽
三
位
決
定
戦

疎
師
赦
３

⌒韓
・ ２
‐ １
０ ０
）
０
広
島
大

▽
決
勝
は凱姉３
（轍２．―‐０‐）．斌排刑

細　“̈
０
⌒８５‐―‐５‐５）２
噺　嘲

漱　利
２
（‐５‐８‐‐４‐３）０
喉　融

狭　川
２
⌒‐‐‐‐‐‐８８）０
野　崎

村　崎
２
⌒‐‐‐‐‐‐６４）０
原　田

▼男子ダブルス▽準決勝

雛̈鵡̈２（‐８‐２‐５‐‐‐‐４‐５６）・は大（諏
徹
底
的
に
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
ち
つ

づ
け
た
工
士
組
の
気
力
勝
ち
で
も

あ
っ
た
。
ド
ラ
イ
ブ
を
き
れ
い
に

リ
タ
ー
ン
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く

る
工
士
組
に
対
し
、
一Ｈ
本
組
は
、

安
易
に
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
あ
げ

て
し
ま
い
、
消
極
的
な
試
合
内
容

で
あ
っ
た
。

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
準
決
勝

嘲斌ｍ２（‐５‐５‐‐３‐２）０調嵯螂

畷（徳秋刊無２（‐５‐５‐‐・‐０）０鰍塀『

▽
三
位
決
定
戦

鰍　利２（‐５‐５９‐‐１４‐０‐５）‐畑　鋤
▽
三
位
決
定
戦

米　　２
（‐５‐５‐‐５‐‐）０
、水　一沢

▽
決
勝

江
　
口

２

（
‐５‐５
‐ ‐
２‐２
）
０

和
　
田

★
出
足
は
和
田
の
ペ
ー
ス
で
、
ネ
ッ

ト
プ
レ
ー
と
ス
ヤ
ッ
シ
ュ
を
中
心

と
す
る
ゲ
ー
ム
展
開
と
な
っ
た
が
、

江
口
も
よ
く
が
ん
ば
り
、
ネ
ッ
ト

前
で
よ
く
攻
め
込
み
、
■
オ
ー
ル

の
接
戦
か
ら
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
攻
撃

で
先
取
。
第
ニ
ゲ
ー
ム
は
、
い
き

お
い
に
の
る
江
口
に
対
し
、
準
決

勝
ま
で
の
動
き
を
失
い
、
返
す
の

が
せ
い
い
っ
ぱ
い
の
和
田
は
、
ス

タ
ミ
ナ
を
失
い
、
２
ポ
イ
ン
ト
を

あ
げ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
準
決
勝

畷（秋刊懲２（‐‐１‐‐‐７４）０嘲斌嶋

輻Ⅷ細２（‐‐‐‐‐‐３５）０囃漱嘲

▽三位決定戦

野　崎２（‐２‐‐９‐‐―‐０６‐‐）１原　田

▽
決
勝

谷  佐和

liル   lil11

0   2

6 6 151512

1515995

2     1

,[  Hl'I:

口  中 11

口
驚
大
）
気
迫
の
勝
利

女
子

は
徳

田

霜

条
畷
）
が
単
複

に
楽
勝

E中宮
さ村本
2

15157
1  1  1

9 1115

1

1::

▽
三
位
決
定
戦

瞳
　
岬

２

（‐５‐５
‐ ‐
７‐３
）
０

緑
　
束

▽
決
勝

坂工

本士

2

15 15
1   1

5 8

0

中宮

村本

医] 
さ
薔[単 [1番2 2 多 2

田Ⅲζ
=1 1羨 0

さ稽
永さ福
米勝野原

州沢  岡   崎田

★
工
士

の
レ
シ
ー
プ
カ

が
さ
え
わ
た

っ
た

一
戦

で
あ

っ
た
。

と
同
時

に

徳

[ヨ

2

1111
1 1
3 2

0

秋

本

★
お
互
い
に
手
の
内
を
知
り
つ
く
し

た
二
人
の
対
戦
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
と
い
っ
た
波
乱
も
な
く
、
ア

ッ
サ
リ
と
結
着
は
つ
い
て
し
ま
っ

た
。

〔評

・
全
日
本
学
生
連
盟
〕

秋本幸子 (大阪・四条畷 )

ヽ



第14回西日本学生バ ドミントン選手権大会ランキング

男子団体戦          女子団体戦

優勝 近畿大学        優勝 大阪樟蔭女子大学
2位 福岡大学        2位  武庫川女子大学
3位 立命館大学       3位  東海女子短期大学
4位 熊本商科大学      4位  広島大学

男子シングルス

優勝 江口 俊彦(福岡大学 )
2位 和田 泰寛(近畿大学 )
3位 米  正隆(福岡大学 )
4位 永沢 康弘(信州大学 )
5位 鳴田  哲(同志社大 )
6位 大束 歳文 (福岡大学 )
7位 山下順次郎(関西大学 )
8位 工士 恭司(熊本商大 )
9位 角田  勝(近畿大学 )
10位 原   誠(近畿大学 )
11位 右西  悟(近畿大学 )
12位 宮本 宏和(近畿大学 )
13位 八木 清仁(大阪大学 )
14位 井上 晴之 (近畿大学 )
15位 中山 謙吾 (福岡大学 )
16位 谷島 助男(近畿大学 )

男子ダブルス

優勝 義束美雪具
(熊本商大 )

2位
 :籍 

宏

程
(近畿大学 )

3位
 雷畢 [K(福

岡大学 )

4位
 棄
東

 重麿
(福岡大学 )

5位
 寒: 助賃

(近畿大学 )

6位
 章最 優複

(近畿大学 )

7位
 程昇 

泰

憂
(近畿大学 )

8位
 在蓑 

晴

猛
(近畿大学 )

女子シングルス

優勝 徳田 敦子 (四条畷 )
2位 秋本 幸子 (四条畷 )
3位 野崎 里花 (武庫川 )
4位 原田 敬子 (武庫川 )
5位 狭川 恭子(大阪樟蔭 )
6位 川添 雅代 (武庫川 )
7位  多田由美子(大谷女短 )
8位 水島 正恵(大阪樟蔭 )
9位 富永 恵子 (福岡大学 )
10位 中川 博子(東海女短 )
H位 宮本 京子(大阪樟蔭 )
12位 広田久美子(広島大学 )
13位  宮部千賀子 (熊本商大 )
14位 村崎 敦美(大阪樟蔭 )
15位 庄司府佐子 (武庫川 )
16位 田中 弘子(東海女短 )

女子ダブルス

鵬稔奮蓑季峠町
2位 曇思蟹花け駆計囀
3位
 響業 奮革(大阪樟蔭)
4位 某雪 整意(大阪樟蔭)
5位 喬黒
千
装護(武庫川)

6位
 套舞 み撃

(広島大学 )

7位
 サ言由羹撃

(大 谷女短 )

8位
 ど彗藤程:「

(武庫川 )

⑩4D654-2020
●横浜市中区石川町284



▲
工
士

・
坂
本
組

（熊
本
商
科
大
学
）

0

Ｒ
一
一

「

扇
軍



▲大束・米組 (福岡大 )

⑩4D654-2020
●横浜市中区石川町2-84

凋
「
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ゴ
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▼狭川・宮本組 (大阪樺蔭女子大学 )



水
鳥
？

カ
ア
ル
Ｌ

ナ
イ
ロ
ン
を
感
じ
さ
せ
な
い
ナ
イ
ロ
ス

新

開

発

さ

れ

た

、
カ

ア

ル
ト

ン

ピ

三

―

ト

ー

ナ

メ

ン
ト
″

辞
認
艶
湖鷹
っ１

」
Ｒ
飛

最
も
類
似
し
た
性
能
を

備
え
た
、
新
し
い

シ
ャ
ト
ル
で
す
。ヽヽ

ニュートーナメントの特徴

―●打球音が変った●ラケットから離れる

感 じが変った●ネットでのターンノーバ

(回転)が変った●スピン●シャトルに対

する視覚度 (よ く見える)が よくなった●飛

翔のときの一貫した安定性が増加された。

ヽぃ、 、、、
、

メトロレジャー株式会社
東京都千代田区外神田5-6-4 TEL.833-3661(代 )

ヽ
｀
｀
ヽ、,

■
i、



日で見 る技 術 講 座 ① ―――― M.A・ ギルクス(イギリス)のスマッシューーーー

「  : く
,｀ ン  っ
とヒ と
〔 ツ す
ア ト る
| °c
コ()と
一同
時
に
⑪
´

0 0 ②

一
　

＼

、

ヽ

1    0

オ

費

0
 ヽ1

0
J 0

円

□
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/
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ヽ
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オ
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目で見る技術講座②― ルヽ トノ (イ ン ドネシア)のク リアー ーーーーー

ト界
ノ チ い

撃」馨
の ピ ら
ク オ 言
リ ン う

― R

特 い

園

摯
‐
卜
に

夕
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．
Ｊ
押
隋

一
曹
Ｌ
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ワ
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目で見る技術講座③一一― R.ハルトパインドネシア)のスマッシューーー

こ
れ
を
角
度
を
変
え
て
と
ら
え
た

ハ
ル
ト
ノ
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
。

す
ば
や
く
落
下
点
に
は
い
り
、
十

分
な
体
勢
か
ら
コ
ー
ト
を
蹴
っ
て
ジ

ャ
ン
プ

（⑤
～
⑥
）。
そ
し
て
、
相
手

の
パ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
め
が
け
て
強
烈

な
ク
ロ
ス
ス
マ
ッ
シ
ュ
。

リ
ス
ト
を
十
分
に
き
か
せ
て
い
る

の
が
⑨
、
⑩
で
よ
く
わ
か
る
。

フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー
に
は
い
っ
て
も

目
は
シ
ャ
ト
ル
か
ら

一
時
も
離
れ
て

い
な
い
。

0

1

ヽ
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ヽ

糧

」

ヽ
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日
で
見
る
技
術
講
座
　
・④

劫』芳ンド（デンマ！ク）×導
ヽヽ・リレつ象（イギリス）

上
が
デ
ン
マ
ー
ク
ペ
ア
で
あ
る
＾
前
衛
カ
ガ
ー
ド
が
ヘ
ア
ピ
ン
を
落
と

す
と
、
ギ
ル
ク
ス
が
思
い
切
っ
て
体
を
伸
ば
し
ク
リ
ア
で
逃
げ
る

（④
ヽ

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
ペ
ア
は
サ
イ
ド

・
バ
イ

・
サ
イ
ド
の
守
り
の
陣
を
と

る
。
ス
ト
ラ
ン
ド
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
に
対
し
て
ギ
ル
ク
ス
は
中
央
攻
撃
を

予
測
し
、
す
で
に
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
か
ま
え
に
は
い
っ
て
い
る
。
（⑩
一～

Ｏ
）。
結
果
は
ギ
ル
ク
ス
の
予
測
ど
お
り
、
中
央
へ
き
た
。
デ
ン
マ
ー
ク

の
カ
ガ
ー
ド
の
動
き
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

L

モ
″

ヽ

ぃ
、
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●
丁
″
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八
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日
で
見
る
技
術
講
座

Ｐ

・
グ
ナ
ラ
ン
の
プ
ツ
シ
ュ

全
英
選
手
権
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
で
、
ハ
ル
ト
ノ
を
大
い
に
お
び
や
か
し

た
グ
ナ
ラ
ン
の
豪
快
な
フ
ォ
ー
ム
。
わ
ず
か
に
自
分
の
体
よ
り
後
に
来

た
シ
ャ
ト
ル
に
対
し
、
十
分
な
そ
り
を
加
え
て
ふ
り
か
ぶ
る

（②
）。
そ

し
て
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
強
引
に
打
ち
お
ろ
し
て
い
く

（④
～
⑤
）。
⑥

で
は
ス
テ
ィ
ー
ル
製
の
軽
量
ラ
ケ
ッ
ト
が
折
れ
ん
ば
か
り
に
し
な
っ
て

い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
フ
ォ
ー
ム
そ
の
も
の
は
決
し
て
き
れ
い
と
は

言
え
な
い
が
、
自
分
の
体
力
、
特
徴
を
知
っ
た
う
え
で
の
独
特
の
も
の

で
あ
る
。

⑤

r―辞
轟 r―綴
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ー
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日
で
見
る
技
術
講
座
　
・⑥

Ｐ
・グ
ナ
ラ
ン
（マ
レ
ー
シ
ア
）の
ス
マ
ツ
シ
ュ

反
対
側
の
ア
ン
グ
ル
か
ら
と
ら
え
た
グ
ナ
ラ
ン
の
プ
ッ
シ
ュ
。
少
し
腰

が
ひ
け
て
な
い
と
も
い
え
な
い
が
、
シ
ン
グ
ル
ス
に
お
け
る
プ
レ
ー
で

あ
る
か
ら
や
む
を
え
な
い
。
し
か
し
ヒ
ツ
ト
の
瞬
間
は
ひ
じ
も
伸
び
打

点
も
高
い

（０
）。
コ
ー
ト
サ
イ
ド
に
は
グ
ナ
ラ
ン
の
強
烈
な
ス
マ
ツ
シ

ュ
で
つ
ぶ
れ
た
シ
ャ
ト
ル
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
。
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日
で
見
る
技
術
講
座

助
動
引
ド
轟
瘍
匁

さ
き
ほ
ど
は
、
ス
ト
ラ
ン
ド
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
ギ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
予

測
さ
れ
て
し
ま
つ
た
プ
レ
ー
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
反
対
の
プ

レ
ー
で
あ
る
。
ギ
ル
ク
ス
の
フ
ォ
ア
側
に
チ
ャ
ン
ス
ポ
ー
ル
が
上
が
っ

た
。
上
げ
た
の
は
向
う
側
右
に
い
る
カ
ガ
ー
ド
で
あ
る
。
ギ
ル
ク
ス
は

大
き
く
右
足
を
踏
み
込
ん
で
全
力
で
た
た
き
つ
け
る
。
こ
の
フ
オ
ー
ム

を
見
て
、
カ
ガ
ー
ド
は
自
分
の
パ
ッ
ク
ハ
ン
ド

（
コ
ー
ト
の
サ
イ
ド
）

へ
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
予
測
し
待
ち
か
は
え
る
。
し
か
し
ギ
ル
ク
ス
は
、

相
手
の
逆
を
つ
き
、
わ
ず
か
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
巻
き
込
み
な
が
ら
中
央
攻

撃
で
カ
ガ
ー
ド
の
フ
ォ
ア
サ
イ
ド
を
ね
ら
つ
た
。
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連
載
●
第
六
回

ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙

テ
レ
ビ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
う
ら
ば
な
し

■
刀刀

一Ｆ

民

敦

そ
の

一　
舞

台

裏

晴
れ
て
い
れ
ば
、
初
夏
の
大
陽
の

輝
き
と
、
涼
を
呼
ぶ
風
の
恋
し
い
季

節
な
の
に
、
梅
雨
の
ひ
と
し
き
り
降

り
始
め
た
雨
の
中
を
、
閉
め
き
っ
た

バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｖ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

第

一
回
」
の
録
画
の
現
場
、
日
本
体

育
大
学
へ
足
を
連
ん
だ
。

幣
地
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
右
に
見

て
第
二
体
育
館
に
入
る
と
、
こ
の
番

組
製
作
の
総
指
揮
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
氏

（以
下
略
し
て
Ｐ

Ｄ
氏
）
が
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
る
。

一
時
か
ら
ビ
デ
オ
撮
り
の
予
定
と

い
う
の
に
、
十
二
時
を
ま
わ
る
頃
に

は
、
バ
ド
の
コ
ー
ト
三
面
が

「に
」

の
字
型
に
画
か
れ
た
フ
ロ
ア
ー
で
は
、

十
人
を
越
す
技
師
、
裏
方
が
、
Ｔ
Ｖ

カ
メ
ラ
三
台
を
す
で
に
運
び
込
み
会

場
作
り
に
大
わ
ら
わ
で
あ
る
。

や
が
て
、
今
日
出
演
の
高
校
生
八

人
と
顧
間
の
先
生
方
が
着
く
。
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
神
奈
川
の

逗
子
開
成
高
校
と
、
東
京
の
巣
鴨
女

子
高
校
の
選
手
た
ち
だ
。

丸
大
の
よ
う
に
ま
か
れ
て
運
び
込

ま
れ
た
コ
ー
ト
マ
ッ
ト
が
、
に
ぎ
や

か
に
な
っ
た
体
育
館
の
ほ
ぼ
中
央
奥

に
、
大
学
生
を
頭
に
男
子
八
人
の
手

足
で
慎
重
に
敷
か
れ
る
。

全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
中
戦
な
ど
で

お
な
じ
み
の
、
年
期
の
入
っ
た
あ
の

グ
リ
ー
ン
の
マ
ッ
ト
だ
。
女
子
選
手

は
、
そ
れ
を
固
定
ず
る
ガ
ム
テ
ー
プ

に
、
緑
の
マ
ジ
ッ
ク
を
塗
っ
て
、
Ｔ

Ｖ
効
果
を
出
す
の
に
忙
し
い
。

十
二
時
四
〇
分
。
指
導
さ
れ
る
小

島

一
平
氏
登
場

自
地
に
ブ
ル
ー
の

縦
し
ま
三
本
の
ウ
ェ
ア
が
眼
に
泌
む
。

少
島
氏
と
Ｐ

・
Ｄ
氏
、
そ
し
て
高

校
生
と
の
簡
単
な
打
合
せ
。
そ
し
て

準
備
体
操
に
入
る
。
ひ
ざ
の
屈
伸
、

ア
キ
レ
ス
腱
、
腹
筋
、
背
筋
、
二
人

一
組
に
な
っ
て
調
子
を
整
え
る
。
誰

と
誰
が
ダ
ブ
ル
ス
を
組
む
の
か
す
ぐ

判
る
。　
ハ
グ
カ

（，
）
の
つ
き
あ
い

か
ら
良
い
コ
ン
ビ
が
生
れ
る
の
だ
ろ

そ
の
エ
　
リ
ハ
ー
サ
ル

一
時
四
十
五
分
、
リ
ハ
ー
サ
ル
が

始
ま
る
。
こ
の
番
組
の
担
当
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
運
動
番
組
班
八
二
六
四
の
総
力
が

ス
タ
ー
ト
す
る
の
だ
。
石
橋
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
流
れ
る
よ
う
な
こ
と
ば
、

「皆
さ
ん
今
日
は
。
テ
レ
ビ
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

週
と
来
週
の
二
回
に
分
け
ま
し
て
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
勉
強
を
…
…

ご

と

本
番
さ
な
が
ら
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
始

ま
る
。
体
育
館
前
に
横
付
け
に
さ
れ
た
Ｔ

Ｖ
カ
ー
の
中
で
は
三
台
の
カ
メ
ラ
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
映
像
を
に
ら
ん
で

い
る
Ｐ

・
Ｄ
氏
は
、
で
き
あ
が
り
を

頭
に
画
き
な
が
ら
指
示
を
出
す
。
何

し
ろ
、
こ
の
後
の
本
番
、
即
修
正
、

編
集
な
し
の
生
放
送
と
な
る
の
だ
か

ら
。
責
任
者
の
気
持
も
わ
か
る
と
い

う
も
の
だ
。

ピ
ン
ク
の
半
袖
開
衿
の
良
く
似
合

う
堂
々
た
る
体
格
の
フ
ロ
ア
ー
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
氏

（Ｆ
Ｄ
氏
）
は

「
ハ
イ

ク
リ
ア
ー
を
打
っ
て
」
、
「
は
い
′
次
、

代
っ
て
、
ド
リ
ブ
ン
ク
リ
ア
ー
を
」

と
大
き
な
ゼ
ス
チ
ュ
ア
と
小
さ
な
声

で
呼
び
か
け
る
。

Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
マ
ン
氏
は
慣
れ
た
も

の
だ
。
台
本
に
従
っ
て
、
有
に
左
に

二
人
の
助
手
の
力
を
借
り
な
が
ら
カ

メ
ラ
を
動
か
し
て
い
く
。
台
本
と
い

っ
て
も
極
め
て
簡
単
、
厚
さ
は
三
セ

ン
チ
あ
る
だ
ろ
う
か
、
ペ
ー
ジ
の
上

段
に
は
、
コ
ー
ト

「
ハ
イ
ク
リ
ア

ー
」
、
パ
ネ
ル

「
ハ
イ
ク
リ
ア
ー
、
ド

リ
ブ
ン
ク
リ
ア
ー
」
、
下
段
に
は

「
ハ

イ
ク
リ
ア
ー
は
…
…
」
と
特
徴
が
二
、

三
行
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。

石
橋
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
ベ
テ
ラ
ン

だ
。
子
め
用
意
し
た
質
問
、
要
点
の

書
き
込
ま
れ
た
小
さ
な
メ
モ
を
チ
ョ

ッ
、
チ
ョ
ッ
と
見
や
り
な
が
ら
次
々

と
進
め
て
い
く
。
パ
ネ
ル
を
置
い
た

台
の
か
げ
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー
用
Ｔ
Ｖ

で
、
Ｐ
Ｄ
氏
の
選
ん
だ
画
像
を
確
認

す
る
。
こ
の
番
組
二
回
の
あ
ら
ま
し
、
小

島

一
平
氏
の
紹
介
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
の
特
徴
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
。

い
ろ
い
ろ
な
フ
ラ
イ
ト
の
説
明
と
続

く
。
Ｆ
Ｄ
氏
は
、
Ｐ
Ｄ
氏
か
ら
の
連

絡
を
イ
ヤ
ホ
ン
で
聞
き
な
が
ら
、
初

体
験
の
高
校
生
が
戸
惑
わ
な
い
よ
う

に
細
か
い
指
示
を
与
え
る
の
に
忙
し

い
。二
時
五
〇
分
、
リ
ハ
ー
サ
ル
は
、

一
通
り
の
内
容
を
終
了
。
暫
時
休
憩
。

リ
ハ
ー
サ
ル
の
途
中
か
ら
天
丼
上



の
道
場
で
は

（
こ
の
体
育
館
は
外
見

三
階
に
な
っ
て
い
て
、　
一
、
三
階
は

バ
ド
、
卓
球
用
、
三
階
つ
ま
り
三
階

に
あ
た
る
）
ク
ラ
ブ
活
動
の
剣
道
の

練
習
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
勇
ま
し

い
動
き
が
録
画
現
場
ヘ
ビ
ン
ビ
ン
伝

わ
っ
て
く
る
。

時
々
響
く
大
鼓
の
音
、
あ
い
間
を

利
用
し
て
覗
き
に
い
く
と
百
人
以
上

の
若
者
が
袴
姿
も
り
り
し
く
今
や
た

け
な
わ
で
あ
る
。

事
情
を
聞
き
に
行
っ
た
Ｐ
Ｄ
氏
の

話
で
は
、
六
時
ま
で
終
ら
な
い
と
の

こ
と
。
ひ
と
休
み
し
た
小
―‐ル氏
は
高

校
生
た
ち
に
、「
ク
リ
ア
ー
や
ヘ
ア
ピ

ン
を
打
つ
時
も
っ
と
き
ち
ん
と
ホ
ー

ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
帰
っ
て
」
と
。

「
ふ
だ
ん
学
校
で
の
練
習
の
よ
つ

に
声
を
出
し
て
。
そ
れ
か
ら
サ
ー
ビ

ス
の
判
定
の
ゼ
ス
チ
ュ
ア
は
大
き
く

ハ
ッ
キ
リ
分
る
よ
う
に
」
と
Ｆ
Ｄ
氏

も
日
を
添
え
る
。

そ
の
三
　
本
番
そ
し
て

学
習

「今
三
時
四
分
で
す
、
十
分
か
ら

本
番
に
入
り
ま
す
。
」
Ｐ
Ｄ
氏
の
き
び

し
い
声
、　
一
服
し
て
い
た
十
人
の
ス

タ
ッ
フ
に
プ
ロ
と
し
て
意
識
が
高
ま

る
．〓
さ
あ
、
い
こ
つ
Ｌ
五
十
秒
前
」

「四
〇
秒
前
」
…
…
全
員
の
中
心
に

立
っ
た
Ｆ
Ｄ
氏
は
右
手
の
ス
ト
ッ
プ

ウ
ォ
ッ
チ
か
ら
目
を
離
さ
な
い
、
刻

一
刻
、
張
り
つ
め
た
空
気
が
場
内
に

満
ち
る
。　
い
よ
い
よ
本
番
開
始
だ
。

し
ば
ら
く
の
沈
黙
を
破

っ
て
、
石

橋
ア
ナ
の
声
が
リ
ハ
ー
サ
ル
と
同
じ

よ
つ
に
流
れ
る
。
「皆
さ
ん
今
日
は
。

…
…
今
日
は
日
本
体
育
大
学
の
体
育

館
か
ら
の
中
継
で
ご
ざ
い
ま
す
。
丁

度
こ
の
体
育
館
の
上
に
は
剣
道
の
道

場
が
あ
り
ま
し
て
、
え
―
、
今
剣
道

の
練
習
が
激
し
く
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
下
の
コ
ー
ト
で
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
を
皆
さ
ん
に
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
指
導

し
て
下
さ
い
ま
す
の
は
小
島

一
平
さ

ん
で
す
。
小
島
さ
ん
は
去
年
の
全
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
そ
し
て
、
過
去

七
回
も
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
日
本
を
代
表
す
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
…
…
」

と
話
す
声
も
途
絶
え
勝
ち
な
程
二

階
の
練
習
は
す
さ
ま
し
い
。　
マ
イ
ナ

ス
５０
ｄＢ
の
微
か
な
音
も
捉
え
る
と
い

う
二
台
の
集
吉
器
に
は
、
さ
ぞ
か
し

大
き
く
響
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
ｃ

特
設
コ
ー
ト
で
は
、
高
ぶ
る
気
持

を
押
え
な
が
ら
男
子
四
人
が
、
半
面

シ
ン
グ
ル
で
前
後
に
軽
い
足
さ
ば
き

を
見
せ
て
い
る
。
大
学
生
と
い
っ
て

ｏ
２
艮
い
位
立
派
な
体
格
だ
、^

小
島
氏
は
、
二
回
の
放
送
の
あ
ら

ま
し
と
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
二

原
則
、「
よ
り
高
く
、
よ
り
速
く
、
よ

り
前
で
」
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
最

初
は
ち
ょ
っ
と
苦
し
い
が
有
用
度
の

高
い
イ
ー
ス
タ
ン
グ
リ
ッ
プ
を
強
調

す
る
。
ハ
イ
ク
リ
ア
ー
　
こ
の
間
に
、　
コ

ー
ト
は
女
子
に
替
る
。　
ハ
イ
ク
リ
ア

ー
で
始
ま
り
、　
ハ
イ
ク
リ
ア
ー
で
終

る
と
い
わ
れ
る
ス
ト
ロ
ー
ク
だ
。
昨

年
の
全
国
中
学
生
大
会
で
決
勝
ま
で

無
敗
を
続
け
た
Ａ
嬢
を
相
手
に
、
が

っ
し
り
し
た
体
格
の
Ｂ
嬢
が
さ
れ
い

な
フ
ォ
ー
ム
で
打
ち
続
け
る
。
小
島

氏
の
指
導
を
許
す
限
り
拾
っ
て
み
よ

「攻
撃
の
時
に
用
い
な
い
。
あ
く
ま

で
守
備
と
い
う
か
、
追
い
込
ま
れ
た

時
に
用
い
る
。
不
利
な
体
勢
に
な
っ

た
時
に
使
う
」

「
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
ざ
り
ぎ
り
に
い
か

な
い
と
―
―
浅
い
と
―
―
次
は
打
た

れ
て
決
め
ら
れ
て
し
ま
つ
。
ど
の
よ

う
な
体
勢
に
な
っ
て
も
、
打
ち
に
く

い
所
に
来
て
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
良

ノて、」「滞
在
時
間
が
長
い
の
で

（五
往
復

で
十
五
秒
位
の
速
さ
だ
っ
た
ろ
う

か
）
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ヘ
一戻
れ
る

時
間
が
作
れ
る
。
打
っ
た
後
、
前

へ

出
る
」

「練
習
の
時
か
ら
ア
ウ
ト
と
思
っ
た

球
は
選
球
す
る
。
身
体
で
憶
え
る
」

「打
っ
た
後
、
す
ぐ
ラ
ケ
ッ
ト
を
あ

げ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

「浅
い
球
は
力
を
押
え
て
打
つ
。
力

を
加
減
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
つ
け

る
こ
と
」

「中

・
高
校
生
は
真
中
で
も
良
い
か

ら
、
バ
ッ
ク
バ
ウ
ン
グ
リ
ー
ラ
イ
ン

ギ
リ
ギ
リ
返
す
こ
と
。
初
め
は
サ
イ

ド
ギ
リ
ギ
リ
は
む
ず
か
し
い
。
技
術

が
向
上
し
て
か
ら
左
右
に
相
手
を
動

か
す
」
初
心
者

（ビ
ギ
ナ
ー
）
に
と
っ
て

珠
玉
の
名
言
が
次
々
と
飛
び
出
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
コ
ー
ト
の
二
嬢

に
は
小
島
氏
の
声
は
届
か
な
い
。
五

分
、
六
分
と
経
？
つ
ち
に
、
チ
ラ
ッ
、

チ
ラ
ッ
と
Ｆ
Ｄ
氏
の
方
を
見
る
の
は
、

Ｆ

Ｌ

フ
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余
裕
か
ら
な
の
か
、
ま
だ
終
ら
な
い

の
か
な
―
と
い
う
乙
女
心

（，
）
な

の
だ
ろ
う
か
。

フ
ロ
ア
ー
の
中
央
近
く
に
備
え
ら

れ
た
カ
メ
ラ
は
あ
る
時
は
隅
の
方
ま

で
移
動
さ
れ
、　
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
フ
ォ
ー
ム
を
克
明
に
追
い
続
け
る
。

大
い
コ
ー
ド
を
ひ
き
ず
つ
て
い
る
の

で
二
人
が
か
り
の
お

ヽ
仕
事
だ
。

天
丼
は
意
外
と
低
い
。
時
々
ぶ
っ

つ
け
て
し
ま
う
。
次
の
ド
リ
ブ
ン
ク

リ
ア
ー
と
の
違
い
を
出
す
の
に
苦
労

し
て
い
る
の
し
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

壁
の
白
さ
で
、
シ
ャ
ト
ル
が
見
に
く

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な

心
配
が
筆
者
の
頭
を
か
す
め
て
い
く
。

ド
リ
プ
ン
ク
リ
ア
ー
　
七
、
人
分

も
た
っ
た
ろ
う
か
、
ド
リ
ブ
ン
ク
リ

ア
ー
に
移
る
。
男
子
二
人
が
五
往
復

で
十
二
秒
位
の
ス
ピ
ー
ド
で
打
ち
合

「高
さ
が
低
い
か
ら

一
つ
間
違
う
と

相
手
に
飛
び
つ
か
れ
て
前

へ
落
と
さ

れ
る
。
相
手
の
身
長
も
考
え
て
追
い

つ
め
る
」

「速
く
帰
っ
て
く
る
の
で
動
き
を
速

く
す
る
。
打
っ
た
後
、
す
ぐ
前

へ
出

る
」「で
き
る
だ
け
ク
ロ
ス
に
打
つ
こ
と

を
心
掛
け
る
」

「
ハ
イ
ク
リ
ア
ー
と
違
っ
て
、
フ
ォ

ー
ム
を
小
さ
く
鋭
く
す
る
。
す
ぐ
体

勢
を
整
え
る
」

と
き
め
細
か
い
指
導
が
続
く
。　
コ

ー
ト
の
二
人
は
ほ
ん
と
う
に
キ
ビ
キ

ビ
動
く
。
中
学
生
を
見
慣
れ
た
筆
者

は
息
を
の
む
程
だ
。

次
は
ド
ロ
ッ
プ
シ
ョ
ツ
ト
だ
。
選

手
交
替
。
こ
れ
は
仲
々
難
し
い
。
ネ

ッ
ト
に
ひ
っ
か
け
た
り
、
高
く
浮
き

あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
球
足
が
伸

び
た
り
す
る
。
そ
の
へ
ん
の
詳
し
い

説
明
が
続
く
。

「
ス
ト
ロ
ー
ク
と
し
て
は
相
手
を
前

後
に
動
か
す
こ
と

（中

上
品
校
生
の

場
合
）。
ク
ロ
ス
に
動
か
す
こ
と
は
非

常
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
つ
け
に
く
い
。

難
し
い
Ｌ
確
か
に
そ
う
だ
。
ス
ト
レ

ー
ト
と
比
較
し
た
場
合
、
約

一
・
三

倍
の
飛
行
距
離
に
同
じ
よ
う
な
飛
行

を
与
え
る
に
は
、
き
び
し
い
練
習
が

い
る
の
だ
ろ
う
。）

「手
首
の
操
作
―
―
上
っ
て
き
た
球

・■
局
い
打
点
で
か
ぶ
せ
る
。
シ
ャ
ト

ル
を
打
つ
ま
で
は
、　
ハ
イ
ク
リ
ア
ー

や
ド
リ
ブ
ン
ク
リ
ア
ー
と
同
じ
フ
ォ

ー
ム
で
、
打
つ
瞬
間
に
手
首
を
入
れ

ヽ
０
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る

」「ラ
ケ
ッ
ト
は
始
め
か
ら
、
球
の
来

る
前
か
ら
あ
げ
て
い
て
、
大
ぶ
り
し

な
い
で
…
…
。
男
子
は
ジ
ャ
ン
プ
し

′Ｌ
・‥
・‥
」

「
レ
シ
ー
プ
す
る
側
は
、
と
っ
た
ら

す
ぐ
体
勢
を
立
て
直
す
」

「ネ
ッ
ト
イ
ン
は
非
常
に
と
り
づ
ら

い
。
殆
ん
ど
き
ま
る
。
練
習
の
時
、

な
る
た
け
、
ネ
ッ
ト
イ
ン
位
の
気
持

で
厳
し
く
」

こ
こ
で
女
子
二
人
は
男
子
二
人
と

入
れ
替
る
。
カ
ッ
ト
だ
。
ド
ロ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト
よ
り
更
に
難
し
い
。
ま
っ

す
ぐ
打
つ
の
で
は
な
く
、
ク
ロ
ス
に

振
っ
て
い
る
。
時
々
き
れ
い
に
ジ
ャ

ン
プ
し
て
打
つ
。
ジ
ャ
ンヽ
プ
は
上
国

選
手
が
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
良
く
見
せ

た
も
の
だ
が
、
脚
力
、
づ
フ
ン
ス
、

そ
し
て
勘
、
身
体
で
憶
え
る
の
に
は

長
い
努
力
が
い
る
．

ギ
回
い
打
点
で
打
つ
程
良
い
．
ス
ト

レ
ー
ト
に
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
つ
気
持

で
構
え
る
。
身
体
を
打
つ
方
向
に
向

け
な
い
．
相
手
に
見
破
ら
れ
て
し
ま

う
　
打
っ
た
瞬
間
手
首
を
ク
ロ
ス
に

入
れ
る
ｃ
持
っ
て
い
く
」

そ
し
て
バ
ッ
ク
サ
イ
ド
か
ら
ク
ロ

ス
に
打
つ
高
度
な
カ
ッ
ト
を
、
身
振

り
手
振
り
で
指
導
し
て
い
く
´́

そ
し
て
、
ド
ラ
イ
ブ
´́
天
丼
か
ら

ふ
れ
大
鼓
の
音
が
ひ
と
き
わ
高
く
聞

え
る
．
剣
道
の
練
習
も
終
り
に
近
づ

い
た
よ
う
だ
´́

こ
ち
ら
は
い
よ
い
よ
佳
境
に
入

る
。
ス
マ
ッ
シ
ュ
だ
。
オ
ー
ル
ス
マ

ッ
シ
ュ
、
オ
ー
ル
ド
ラ
イ
プ
の
、
ノ

ッ
ク
の
雨
な
ら
ぬ
打
ち
込
み
も
実
演

さ
れ
る
。
レ
シ
ー
ブ
側
が
主
体
と
な

る
プ
ッ
シ
ュ
。
相
手
が
前
に
い
る
時

は
十
セ
ン
チ
以
上
あ
が
れ
ば
叩
か
れ

る
と
い
つ
ヘ
ア
ピ
ン
．，
練
習
を
真
剣

に
や
ら
な
い
と
身
に
つ
か
な
い
、
と

戒
め
る
。
最
後
に
サ
ー
ビ
ス
。

時
計
の
針
は
知
ら
ぬ
間
に
四
時
を

過
ぎ
た
。
フ
ロ
ア
ー
を
忙
が
し
く
動

き
ま
わ
っ
て
い
た
Ｆ
Ｄ
氏
は
、
右
手

を
大
き
く
ゆ
っ
く
り
ま
わ
す
。
手
で

「三
分
」
と
書
い
た
紙
を
示
し
な
が

ら
。
ア
ナ
氏
、
気
が
付
い
た
か
知
ら

す
か
、
た
ん
た
ん
と
続
け
る
。
「
一
分
」

…
…

「三
〇
秒
」

「…
…
今
日
は
基
本
の
ス
ト
ロ
ー

ク
と
し
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
こ
の

・人
つ
の
ス
ト
ロ
ー
ク
を
小
島

一
平
さ

ん
の
指
導
で
勉
強
し
た
訳
で
す
。
来

週
は
こ
の
基
本
を
も
と
に
し
て
、
実

際
の
試
合
、
実
戦
を
見
な
が
ら
、
試

合
の
か
け
ひ
き
と
か
、
基
本
ス
ト
ロ

ー
ク
の
試
合
に
お
け
る
使
い
方
、
そ

う
い
っ
た
も
の
を
書
さ
ん
に
勉
強
し

て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
は
日
本
体
育
大
学
の
…
…
」

し
ば
ら
く
の
沈
黙
´́

グ
リ
ー
ン
の
コ
ー
ト
で
は
、
未
来

に
羽
ば
た
く
乙
女
た
ち
の
美
し
い
踊

り
が
前
に
後
に
繰
り
展
げ
ら
れ
、
静

か
に
な
っ
た
体
育
館
に
は
、
ク
リ
ア

ー
を
打
つ
あ
の
力
強
い
音
だ
け
が
快

く
私
の
耳
に
響
き
続
け
る
の
だ
っ
た
。



◇

読

者

寄

稿

◇

発
祥
の
地
を
歩
く

ド
ミ
ン
ト
ン
村
を
訪
ね
て

バ ドミントン村・ビュフォー ド候爵邸  バスの街中で

大

森

幸

衛

こ
の
春
、
あ
る
雑
誌
上
で
、
数
名

の
方
々
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の

発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
英
国
の

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
村
を
訪
ね
た
記
事
を

拝
見
し
ま
し
た
。

私
も
、
か
ね
が
ね

一
度
行
っ
て
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

非
常
に
結
構
な
こ
と
と
喜

ん
だ
次
第

で
す
。
そ
の
わ
け
は
後
述
致
し
ま
す
が
、

歴
史
的
な
も
の
に
特
に
興
味
を
持
っ

た
か
ら
で
は
な
く
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
コ
ー
ト
の
広
さ
が
ど
の
よ
つ
に
し

て
決
定
さ
れ
た
か
、
何
か
参
考
と
な

る
資
料
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
期
待
か
ら
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
九
月
初
旬
、
英
国
政

府
の
招
待
で
急
に
ロ
ン
ド
ン
に
行
く

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
早
速

休
日
に
大
使
館
の
方
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
村
に
で
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

以
前
に
、
デ

ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
の

飛
行
』
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
う
ち

に
、
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
の
最
大
飛
距

離
と
コ
ー
ト
の
長
さ
が
同
じ
く
ら
い

で
あ
る
こ
と
や
、
過
酷
な
選
手
の
動

き
の
例
と
し
て
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
競

技
の
場
合
、
ネ
ッ
ト
ぎ
り
ざ
り
に
飛

来
し
た
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク

（
ヘ
ア
ピ

ン
）
を
打
ち
返
し

（
ハ
イ
ク
リ
ア
）

た
と
し
て
、
次
に
相
手
選
手
か
ら
コ

ー
ト
の
奥
深
く
打
込
ま
れ
た

（ク
リ

ア
）
と
す
れ
ば
、
こ
の
シ
ャ
ト
ル
コ

ッ
ク
を
打
ち
返
す
た
め
に
必
要
な
所

要
時
間
は
、　
ヘ
ア
ピ
ン
を
打
ち
返
し

た
と
き
か
ら
起
算
し
て
約
二

・
五
～

三
秒
近
く
か
か
り
、
鍛
錬
す
れ
ば
体

力
的
に
取
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
等
、

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
な
か
な
か
良
く
出

来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

も
し
、
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
の
空
気

抵
抗
を
半
分
に
す
る
と

（逆
比
例
し

て
）
良
く
飛
ぶ
の
で
、　
コ
ー
ト
を
大

き
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
着
地
ま
で
の
時
間
は
あ
ま
り
変

わ
り
な
い
の
で
超
人
的
な
競
技
と
な

り
ま
す
し
、
反
対
に
空
気
抵
抗
を
倍

に
す
れ
ば
減
速
が
大
き
く
、
誰
が
や

っ
て
も
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
の
速
度
は

す
ぐ

一
様
と
な
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
の
技
術
や
、
体
力
の
向
上
の
必

要
性
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
コ
ー
ト
の
大
き
さ

を
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
た
の
だ
ろ

う
か
，
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

挫:|



く
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
村
の
メ
モ
リ
ア
ル

＞
バ
ス
の
家
な
み

た
。昔
、
こ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
島
一初

に
ゲ
ー
ム
化
し
た
と
い
う
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
村
の
ビ
ュ
フ
ォ
ー
ド
侯
爵
邸
の

ど
こ
か
に
コ
ー
ト
を
作
ち
た
時
、
そ

の
場
所
の
広
さ
な
ど
に
制
約
さ
れ
、

シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
の
羽
根
も
い
ろ
い

ろ
と
改
造
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

等
と
想
像
し
な
が
ら
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
村
を
訪
ね
ま
し
た
。

変
わ
り
や
す
い
天
気
の
中
を
西
に

車
で
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
走
り
、

西
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
特
有
の
白
い
石
を

積
み
上
げ
た
古
い
美
し
い
家
の
立
ち

並
ぶ
村
や
町
を
通
っ
て
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
村
に
着
き
ま
し
た
。

古
い
た
た
ず
ま
い
の
ビ
ュ
フ
ォ
ー

ド
侯
爵
邸
が
あ
り
、
そ
の
ま
わ
り
に

農
業
関
係
の
人
々
の
住
ま
い
が
続
い

て
い
る
静
か
な
部
落
で
し
た
。

な
に
し
ろ
、
人
に
全
然
会
わ
な
い

の
で
、
捜
す
の
に
ひ
と
苦
労
し
ま
し

た
。
や
っ
と
侯
爵
邸
に
着
い
て
ベ
ル

を
押
す
と
、　
一
人
の
年
老
い
た
農
夫

ら
し
い
人
が
出
て
来
ま
し
た
が
、
競

技
の
こ
と
や
、
そ
の
歴
史
的
な
こ
と

に
つ
い
て
の
知
識
も
あ
ま
り
な
く
、

現
在
村
の
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

（第

一
次
大
戦
の
記
念
に
作

っ
た
ら
し

い
）
で
ゲ
ー
ム
を
行
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
く
ら
い
し
か
教
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
．

こ
の
公
民
館
的
な
建
物
は
、　
コ
ー

ト
が

一
つ
や

つ
と
と
れ
る
程
度
の
大

き
さ
で
し
た
。
な
お
侯
爵
邸
は
水
曜

日
に
は
公
開
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
は
古
い
物
を
愛
す
る
人
々
の
た

め
′
、、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
は
関

係
な
さ
そ
う
で
す
が
、
も
し
、
水
曜

日
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
少
し

は
疑
間
が
解
け
る
か
も
し
れ
な
い
と

残
念
に
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
元
祖
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

餞
頭
」
等
わ
曇
冗
っ
て
い
な
い
の
は
何

よ
り
で
、
こ
の
古
い
き
れ
い
な
村
の

風
物
だ
け
で
も
味
わ
う
こ
と
が
出
来
、

楽
し
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
村
に
別
れ
を
つ
げ

て
、
南
に
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程

行
っ
た
所
に

「
バ
ス
」
と
い
う
町
が

あ
り
、
古
い
ロ
ー
マ
風
呂
の
遺
跡
の

あ
る
観
光
地
を
通
り
ま
し
た
。

風
呂
の
話
源
に
な
っ
た
と
も
い
ゎ

れ
て
い
る
町
で
、　
一
説
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ド
の
プ
ー
ナ
と
し
、
、
つ
羽
根
つ
き

ゲ
ー
ム
を
こ
の
町
で
プ
ー
ナ
ゲ
ー
ム

と
い
う
形
に
作
っ
た
ル
ー
ル
が
現
在

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ゲ
ー
ム
の
基
だ
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す

（平
几
社
世
界

大
百
科
事
典
）ら

こ
の
町
も
ま
た
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
に

関
係
が
あ
る
と
思
う
と
無
縁
で
は
な

い
よ
う
な
気
が
し
て
、
楽
し
く
な
り

ま
し
た
´́

以
上
の
よ
う
な
次
第
で
、
私
の
考

え
て
い
た
具
体
的
な
事
柄
に
つ
い
て

は
何
も
収
穫
を
得
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
何
と
は
な
く
落
着

い
た
気
持
に
な
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し

た
．́
こ
れ
を
農
一会
に
、
何
か
御
存
知

の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
ろ
い
ろ
と

お
教
示
下
さ
る
と
幸
い
と
考
え
て
お

り

ま

す

´́

（四
十
九
年
十
月
八
日
記
）

軸
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く
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第
二
回
国
際
招
待
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
１
１０

ｏ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

。
ジ
ヤ
カ
ル
タ

日
本
チ
ー
ム
苦
杯

湯
木
は
ベ

竹
中
は
タ
テ
ィ
に
敗
る

イ
ギ
リ
ス
女
子
は
単
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
女
子
は
複
を
獲
得
す

第
二
回
国
際
招
待
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
は
、
去
る
１０
月
９
日
か
ら
１２
日

ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
開
催
さ
れ
た
´́

こ
の
大
会
は
、
各
国
の
代
表
選
手

を

一
堂
に
集
め
て
行
な
わ
れ
、
招
待

大
会
と
し
て
は
か
な
り
内
容
の
あ
る

も
の
ル
澤
ち

た
。

日
本
か
ら
は
、
湯
木
博
恵
、
相
沢

マ
チ
子
、
竹
中
悦
子
、
池
田
美
加
の

女
子
四
選
手
が
参
加
し
た
が
、
優
勝

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

男
女
と
も
中
国
は
不
参
加
で
あ
っ

た
と
は
い
え
、
各
国
の
有
カ
メ
ン
バ

ー
が
多
数
参
加
し
て
い
た
の
で
、
こ

こ
に
そ
の
全
記
録
を
報
告
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

ル
デ
ィ
・
ハ
ル
ト
ノ

（イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）
は
残
念
な
が
ら
不
参
加
で
あ
っ

た
。
▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
一
回
戦

湯

木
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＝
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＝
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＝
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敵

と

闘

う

前

に
　

　

　

　

　

　

　

　

そ
し

´
まヽ

た
、
自
分

の
成
長
・年
両

自
分
自
身
と
闘
え
　
　
　
　
分
４，ヽ止
め
て
い
る
よ
つ
な
も
の
４
すヽ

卜「略」】ィ”『」、つ一ヽヽすなノ、「　　ぉガ冨」ぶ蛹獅祥げよ

れ
ば
、
良
い
結
果
を
得
る
こ
と
は
不
　
　
試
合
中
に
　
攻
撃
カ
ル
法
、
守
イ‐―ｌｉ

可
能
で
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
法
に
つ
い
て
、
思
い
切
っ
て
、

お
互
い
に
　
ベ
ス
ト
の
状
態
で
、　
　
´
Ｆ
チ
Ｆ
予
ド
バ
イ
ス
を
し
、
そ
れ

試
合
―■
の
ぞ
む
二
と
が
で
き
れ
ば
、　
　
に
そ
っ
て
，
レ
ー
す
る
こ
と
で
す

そ
れ
に
二
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
　
　
単
調
な
へ
―
ス
で
、
実
力
を
発
揮

が
、
も

・、
相
手
の
調
ｒ
が
悪
く
〓
、
　

す
る
ニ
ヒ
な
く
負
け
て
は
、
な
ん
に

も
、
我
性
に
我
性
を
重
ね
、
′
，
、
‐
卜

　

，っ
な
り
ま
一

／ｔ

十
１
カ
訓
ｉ
が
出
る
ま
で
待
つ
の
で

す
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

敵

を
研
究

せ
よ

お
互
い
が
、
常
に
、
調
子
が
良
い

と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
す
　
ハ
ー
ト
　
　
　
た
と
え
は
、
攻
撃
主
体
の
ダ
ブ
ル

ナ
ー
の
ミ
ス
が
、
多
い
か
ら
と
い
っ
　
　
ス
で
あ
れ
ば
、

ン
ャ
ト
ル
を
Ｌ
げ
ず
、

て
、
や
る
気
を
な
く
し
た
り

た́
力
　

攻
撃
を
さ
せ
な
い
と
か
、
ま
た
守
―‐ｌｉｌ

で
は
、
話
に
な
り
ま
せ
ん
　
　
　
　
　
の
ダ
ブ
ル
ス
に
は
、
あ
く
ま
で
も
、

本
年
度
の
国
民
体
育
大
会
決
勝
で
池
田

・
栂
野
尾
組
と
対
戦
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
右
端
が
筆
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
宮
川
選
手

そ
の
守
備
を
打
ち
破
る
よ
う
に
波
状

的
な
、
攻
撃
に
徹
す
る
と
か
。
相
手

を
十
分
に
研
究
し
て
、
そ
れ
に
応
し

た
試
合
連
び
が
大
切
で
す
。

弱
点
を
徹
底
的
に

攻
　
め
　
ろ

な
か
な
か
二
人
の
力
が
揃
っ
て
い

る
ダ
ブ
ル
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

力
の
落
ち
る
方
へ
、
徹
底
的
に
球
を

集
め
る
の
で
す
＾́

と
に
か
く
、
勝
負
は
勝
た
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

一
ゲ

ー

ム
を

落

と
し

て
も
焦

る
な

ダ
ブ
ル
ス
は
、
展
開
に
よ
っ
て
は
、

ま
っ
た
く
、
相
手
の
ペ
ー
ス
に
入
っ

て
、
実
力
を
出
し
切
れ
ぬ
ま
ま
、
負

け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

決
し
て
焦
る
こ
と
な
し
、
ニ
ゲ
ー
ム

目
に
、
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
頑
張
る

こ
と
で
す
。

お
互
い
に
守
備
範
囲

を
決
め
て
お
け

よ
く
、
セ
ン
タ
ー
を
ス
マ
ッ
シ
ュ

で
割
ら
れ
る
ヶ
ｌ
ス
が
あ
る
と
同
時

に
二
人
で
見
送
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

試
合
で
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。

こ
の
■
で
つ
な
こ
ル
一の
な
い
よ
つヽ
に

練
習
か
ら
、
常
に
ヶ
ｌ
ス
・
バ
イ

・

ケ
ー
ス
で
、
ど
ち
ら
が
取
る
か
決
め

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
「

パ

ー
ト

ナ
ー

に

決

め
さ

せ
ろ

自
分
が
決
め
る
の
も
も
ち
ろ
ん
必

要
で
す
が
、そ
れ
と
共
に
、
チ
ャ
ン
ス

ボ
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
が

け
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
決
め
さ
せ
る
。

ダ
ブ
ル
ス
は
、
二
人
で
プ
レ
ー
す

る
も
の
、　
つ
ね
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、

チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
あ
げ

る
気
持
で
、
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

変

化

に
富

ん
だ

攻
撃

を

せ
よ

一
ゲ
ー
ム
ロ
は
、
通
用
し
て
も
二

ゲ
ー
ム
、
三
ゲ
ー
ム
ロ
と
な
れ
ば
、

相
手
が
慣
れ
て
く
る
の
で
、
コ
ー
ス

を
変
え
、
ま
た
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
も
１０

の
力
、
９
の
力
、
８
の
力
、
ま
た
、

長
い
ス
マ
／
‘

、
短
い
ス
マ
ィ
ン

ュ
を
お
り
ま
ぜ
、
変
化
に
富
ん
だ
、

攻
撃
が
良
い
の
で
す
。

敵

を

ゆ
さ

ぶ

っ
て

ス
マ
ッ
シ

ュ
を
叩
き

こ
め

レ
シ
ー
ブ
の
上
手
な
選
手
に
、　
い

く
ら
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
乱
発
し
て
も
、

シ
ン
グ
ル
ス
よ
り
も
、
守
備
範
囲
が

せ
ま
い
の
で
す
か
ら
、
お
の
ず
と
、

レ
シ
ー
プ
が
楽
に
な
り
ま
す
ｃ

そ
こ
で
、
ま
す
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打

っ
て
、
ネ
ッ
ト
前

ヘ
カ
ッ
ト
な
り
、

ド
ロ
ッ
プ
を
打
ち
、
そ
の
う
ち
レ
シ

ー
プ
が
、
甘
く
な
っ
た
り
浅
く
な
っ

た
り
し
た
球
を
、
ぶ
ち
込
む
こ
と
で

す
。



鍵載体当たり

これがダブルス

●わροj κοルπα

攻
撃
は
最
大
の

防

御

な

り

い
く
ら
レ
シ
ー
プ
が
よ
く
て
も
、

波
状
的
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
襲
っ
て
く

れ
ば
、
最
後
は
、
攻
撃
し
て
い
る
チ

ー
ム
が
ポ
イ
ン
ト
を
と
る
ケ
ー
ス
が

確
率
的
に
、
多
い
よ
つ
で
す
。

し
か
し
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
連
続
打
つ

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
相

手
も
必
死
に
レ
シ
ー
プ
し
、
な
ん
と

か
体
勢
を
く
ず
す
な
り
、
ミ
ス
を
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

球
の
下
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
く
て

も
、
飛
び
込
ん
で
ま
た
、
飛
び
つ
い

て
打
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

パ
ワ
ー
な
く
し
て

勝

利

な

し

中
国
の
チ
ー
ム
は
、
ム
チ
の
よ
う

な
し
な
や
か
な
体
と
、
爆
発
的
な
パ

ワ
ー
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

足
、
腰
、
腕
、
手
首
、
腹
筋
、
背

筋
ど
れ
が
弱
く
て
も
マ
イ
ナ
ス
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
た
え
る
こ
と
で
す
。

ど
れ
も
継
続
的
に
。

と
に
か
く
パ
ワ
ー
は
、
技
を
制
す

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

内
に
闘
志
を
秘
め
よ

ダ
ブ
ル
ス
は
、
細
か
い
ブ
レ
ー
が

要
求
さ
れ
ま
す
か
ら
、
カ
ッ
カ
し
た

り
、
エ
キ
サ
イ
ト
し
た
ら
、
ま
ず
不

利
で
す
。

内
に
闘
志
を
秘
め
て
、　
つ
ね
に
ク

ー
ル

（表
面
は
）
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
´́
自
信
が
あ
る
時
は
、
ミ
ス
・
ジ
ャ

ッ
ジ
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
し
、
相
手

を
必
要
以
上
に
意
識
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
´

パ
ー
ト
ナ
ー
の
最
大
の

理
解
者
と
な
れ

二
人
で
や
る
も
の
、
相
手
の
性
格
、

そ
し
て
相
手
の
打
つ
コ
ー
ス
、
特
長

す
べ
て
わ
か
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
強
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
´́

た
と
え
ば
、
ハ
ー
ト
ナ
ー
が
、
ど

う

い
う
ヶ
ｌ
ス
に
、
こ
つ
い
っ
た
ブ

レ
ー
を
す
る
と
か
、
こ
れ
を
つ
か
む

よ
う
努
力
し
て
下
さ
い
。

レ
シ
ー
プ

は
前

で
前

で

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
送

い
レ
シ
ー
プ
で

返
球
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
は
、

一
呼
吸
お
け
な
く
な
り
、
す
な
わ
ち

ス
タ
ミ
ナ
を
消
粍
し
、
ま
た
仕
ち

て

ミ
ス
を
す
る
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

レ
シ
ー
プ
を
引
き
込
む
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
、
相
手
に
対
す
る
返
球
が

遅
く
な
る
わ
け
で
、
相
手
は
常
に
万

全
の
構
え
で
、
攻
撃
体
勢
に
入
っ
て

し
ま
う
わ
け
で
あ
る
。

シ

ョ
ー
ト

サ
ー
ビ

ス

に

こ

だ

わ

る

な

シ
ョ
ー
ト

・
サ
ー
ビ
ス
に
自
信
が

な
い
時
、
ま
た
相
手
に
威
圧
感
が
あ

る
時
は
、
思
い
切
っ
て
、
ロ
ン
グ

・

サ
ー
ビ
ス
に
用
い
る
こ
と
が
必
毒

ケ
ー
ス
・
バ
イ

・
ケ
ー
ス
で
プ
レ

ー
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
勝
負
の

別
れ
日
と
な
り
ま
す
っ

こ
れ
は
、
相
手
の
弱
点
を
見
抜
く

と
い
う
こ
と
に
も
通
じ
る
の
で
す
。

ダブルスで勝つための 15の秘訣

1 敵と闘う前に自分と闘え
2 お互いに適切にア ドバィスせょ
3 敵を石肝究せよ

4 弱卓を徹底的に攻めろ

5 1ゲームロを落として焦るな
6 お互いに守備範囲を決めておけ

7 バー トナーに決めさせろ

8 変化に富んだ攻撃をせよ
9 敵をゆさ Śギってスマ ッシュを叩きこめ
10 攻撃は最大の防衛なり

11 パワーなくして勝利なし

12 内に闘志を秘めよ

13 バー トナーの最大の理解者となれ

14 レシープは前で前で

15 ショー ト・サービスにこだわるな
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S-73ォ ールマ イテ ィ
No3500キ ングメイ ト
No3000コ・―フレド・キング
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マスコミのとらえたバドミントン・国体特集

マ
ス
コ
ミ
の
と
ら
え
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

。
国
体
特
集

後
に
続
い
て
ほ
し
い

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
を
終
え
た
窪

田
は
、
ベ
ン
チ
に
戻
る
と
思
わ
ず
床

に
座
っ
て
し
ま
っ
た
ｃ
顔
を
し
た
た

り
落
ち
る
汗
が
な
に
か
寂
し
そ
う
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
こ
と
し
も
ベ
ス

ト
８
で
敗
れ
た
。　
い
や
、
こ
と
し
も

ベ
ス
ト
８
ま
で
き
た
と
い
っ
た
方
が
、

よ
り
正
確
だ
ろ
う
。
か
つ
て
国
体
三

連
覇
を
果
た
し
た
時
の
メ
ン
バ
ー
が
、

今
で
も
主
力
で
あ
る
。
非
常
に
激
し

い
動
き
を
強
い
ら
れ
る
こ
の
競
技
で
、

十
年
も
第

一
線
を
守
っ
て
い
る
の
は

驚
異
的
な
こ
と
だ
。

こ
の
日
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

池
田

・
栂
野
尾
會
企
示
）を
相
手
に
、

窪
田

・
秋
山
が
ダ
ブ
ル
ス
で
敗
れ

た
時
、
ベ
ス
ト
４
進
出
は
す
で
に
断

た
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
本
県
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

丁
王
国
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実
、

内
容
は
お
粗
末
だ
っ
た
。
た
だ
窪
田

と
秋
山
が
い
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。

窪
田
に
年
齢
的
な
衰
え
が
き
た
現
在
、

敗
れ
る
べ
く
し
て
敗
れ
た
と
言
え
る
。

逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
二
人
が
偉

大
な
選
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

試
合
中
、
少
し
も
座
ら
ず
立
ち
続

け
て
い
た
原
二
三
雄
県
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
長
は
、「県
ス
ポ
ー
ツ
史
に
残

る
選
手
」
と
二
人
を
評
し
た
。
こ
と

し
も

一
人
で
本
県
を
背
負
っ
た
秋
山

バ
ド
試
合
は
交
換
会
？
三
チ
ー
ム
に
県
出
身
選
手

に
つ
い
て
は
、「長
島
が
動
物
的
感
覚

の
持
ち
主
と
い
わ
れ
る
が
、
秋
山
は

長
島
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
感
覚
の

持
ち
主
」
と
も
言
っ
た
。

だ
が
、
後
続
が
育
た
な
い
現
状
に

あ
っ
て
は
、
二
人
と
も
ま
だ
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遠
藤
真
男
監
督

は

「な
ん
と
か
窪
田
を
温
存
さ
せ
る

方
法
を
考
え
た
い
」
と
話
す
。
衰
え

日
本
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
は
富
山

県
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
，
―

こ
の
日
、
石
岡
市
石
岡
第
二
高
校

体
育
館
で
行
わ
れ
た
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
般
男
子
準
決
勝
二
試
合
は
、
富
山

―
神
奈
川
、
東
京
―
愛
知
の
間
で
熱

戦
が
展
開
さ
れ
た
が
、
富
山
県
勢
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
東
京
、
愛
知
チ
ー

ム
に
二
人
ず
つ
計
四
人
、
富
山
県
出

身
者
が
い
た
。

決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
東
京
チ
ー
ム

に
は
栂
野
尾
昌

一
（富
商
出
身
）
池

田
信
孝

（同
）
選
手
が
、
二
十
四
日

富
山
県
チ
ー
ム
と
二
位
決
定
戦
を
行

う
愛
知
県
チ
ー
ム
に
は
松
島
保

（富

商
出
身
）
谷
口
寛

（上
市
高
出
身
）

選
手
ら
が
そ
れ
。
ま
た
、
二
十
二
日

「父
ち
ゃ
ん
が
応
援
に
行
っ
て
あ

が
っ
た
り
し
な
い
か
」
―
高
校
女
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
決
勝
の
前
日
、
会
場

の
あ
る
石
岡
市
の
宿
合
に
大
塚
ソ
ノ

た
と
い
っ
て
も
、
窪
田
を
追
い
越
す

若
手
が
い
な
い
の
だ
。
早
急
に
こ
の

二
人
に
追
い
付
き
追
い
越
す
若
手
を

つ
く
る
こ
と
、
そ
れ
が
こ
の
偉
大
な

選
手

へ
の
最
良
の
花
む
け
に
な
り
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
王
国
再
建

へ
の
道
で

も
あ
る
の
だ
が
…
。

（山
梨
日
日
新
聞
　
１０

・
２４
）

の
同
三
回
戦
で
富
山
と
対
戦
し
、
２

１
１
で
敗
れ
た
埼
玉
県
チ
ー
ム
に
も

五
十
里
光
秋
監
督

（魚
津
市
出
身
）

尾
崎
幹
雄

Ｔ
昌
商
出
身
）
平
井
克
英

（上
市
高
出
身
）
選
手
の
二
人
が
富

山
県
出
身

こ
の
よ
り
に
富
山
県
出
身
者
の
選

手
が
多
く
出
場
し
た
こ
と
に

「激
烈

な
試
合
と
い
う
よ
り
何
や
ら

″県
人

会
″
の
交
歓
試
合
と
い
う
感
じ
だ

な
」
と
は
当
の
選
手
や
役
員
の
一民

し
か
し
見
方
を
変
え
れ
ば
こ
う
し
た

優
秀
選
手
が
富
山
に
残
ら
ず
、″技
術

と
力
″
が
流
出
し
て
い
る
と
も
い
え

る
わ
け
で
、
地
元
で
の
選
手
育
成
強

化
の
姿
勢
や
魅
力
あ
る
勤
め
先
が
な

い
と
も
い
え
そ
う
。（富
山
新
聞
１０
・２４
）

工
さ
ん
貧
じ
の
父
親
行
雄
さ
ん
つ
こ

か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

全
日
本
選
手
権
、
イ
ン
タ
ハ
イ
と

三
度
の
優
勝
を
飾
っ
た
と
き
も
稲
作

に
追
わ
れ
、
農
閑
期
と
も
な
れ
ば
県

外
に
職
を
求
め
る
行
雄
さ
ん
は
娘
の

熱
戦
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。こ
の
大
会
が
父
親
の
最
初
の
観
鳴

試
合
は
１
１
１
の
ぎ
ま
最
終
ゲ
ー
ム

の
シ
ン
グ
ル
ス
。　
大
塚
選
手
Ｌ
渡
辺

幸
子
選
手

（香
川
・
善
通
寺
第

一
）

の
一
戦
に
優
勝
が
か
か
っ
た
。　
三
階

観
覧
席
の
最
前
列
か
ら
、
シ
ャ
ト
ル

を
追
い
、
激
し
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
応

戦
す
る
ソ
ノ
エ
さ
ん
の
厳
し
い
表
情

を
見
つ
め
る
行
雄
さ
ん
に
ふ
と

，
」ん

な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。

そ
れ
は
相
川
高
千
中
学
卒
業
前
に

ソ
ノ
エ
さ
ん
が

「新
潟
青
陵
で
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
続
け
た
い
」
と
行
雄
さ

ん
に
懇
願
し
た
と
き
の
表
情
と
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
こ
と
だ
。
「
お

か
し
な
も
ん
で
す
。
私
の
ほ
う
が
ド

キ
ド
キ
し
て
み
た
り
し
て
…
」。
目
を

う
る
ま
せ
る
行
雄
さ
ん
だ
っ
た
。

（新
潟
日
報
　
１０

・
２５
）

」

ゆ
か
い
な
小
島
選
手

石
岡
市
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
、
観

客
の
人
気
を
集
め
た
の
が
本
県
の
小

島
選
手
。
ダ
ブ
ル
ス
の
第
ニ
ゲ
ー
ム
、

宮
川
選
手

↑
フ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元

町
）
が
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
イ
ー
ジ
ー
ミ

ス
を
出
し
た
時
に

「バ
カ
」
と
大
声

を
張
り
上
げ
、
観
客
を
び
っ
く
り
さ

せ
た
。
第

一
シ
ン
グ
ル
ス
が
敗
れ
て
勝
敗

に
は
関
係
な
く
な
っ
た
が
、
併
行
し

て
行
わ
れ
た
第
ニ
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
中
断
し
て
隣
の
コ
ー
ト

の
ラ
リ
ー
の
応
酬
に
見
と
れ
、
笠
井

選
手
が
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
る
と
思
わ

ず
拍
手
。

新
潟
青
陵
一局
校
ト
リ
オ
で
の
ぞ
ん

だ
こ
の
大
△
毛

高
校
選
抜
、
イ
ン
タ

ハ
イ
、
そ
し
て
国
体
。
み
ん
な
勝
っ

た
。
文
字
通
り

″三
冠
王
″
だ
。
た

目
を
う
る
ま
せ
る
父
親

″
二
人
娘
〃
国
体
も
制
す

ま
た
自
分
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
ネ
ッ

ト
に
触
れ
て
幸
運
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
、
手
を
合
わ
せ
て
相
手
選
手
に

「ゴ
メ
ン
、
ゴ
メ
ン
」
の
ひ
ょ
う
ミ
ヽ

ん
な
し
ぐ
さ
。
そ
の
た
び
に
観
客
席

か
ら

「ゆ
か
い
な
面
白
い
選
手
」
と

笑
い
が
も
れ
た
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
が
海
外
で
も
人
気

を
集
め
る
ら
し
く
、
こ
と
し
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
親
善
試
合
に
遠
征
し
て
来
た

と
い
つ
日
本
協
会
の
理
事
は

「な
ぜ

小
島
を
連
れ
て
こ
な
い
ん
だ
と
言
わ

れ
て
困
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

（神
奈
川
新
聞
　
１０

・
２５
）

ば
ヽ
」を
つ
ま
そ
つ
に
吸
い
な
が
ら
佐

藤
監
督
が
つ
ぶ
や
い
た
。
「久
し
ぶ
り

だ
ナ
ァ
、
な
ん
せ
七
年
で
す
か
ら
」
。

吐
き
出
す
煙
に
実
感
が
こ
も
っ
て
い
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た
。
「当
然
優
勝
を
ね
ら
う
」
と
言
っ

て
新
潟
を
出
て
来
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

チ
ー
ム
、
期
待
の
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

大
塚
選
手
の
父
親
行
雄
さ
ん
つ
こ
も

二
十
三
日
夜
、
佐
渡
か
ら
駆
け
つ
け

て
観
覧
席
で
優
勝
戦
を
し
っ
と
見
守

っ
て
い
た
。
佐
藤
監
督
が
試
合
前
に

選
手
に
い
っ
た
こ
と
は

「ダ
ブ
ル
ス

で
は
ミ
ス
を
し
て
も
こ
わ
が
ら
ず
に

行
け
」。
そ
し
て
結
果
は
２
１
１
。
「
関

根
、
大
塚
は
う
ま
く
助
け
合
っ
た
し
、

団
結
の
勝
利
で
す
」。

試
合
を
終
え
会
場
前
の
芝
生
に
佐

藤
監
督
と
大
塚
ソ
ノ
エ
さ
ん
、
キ
ャ

ブ
テ
ン
関
根
和
子
さ
ん
、
佐
藤
由
貴

子
さ
ん
が
弁
当
を
広
げ
た
．．
二
人
と

も
中
学

一
年
生
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
始
め
た
。
「高
校
生
活
の
最
後
を
飾

れ
て
よ
か
っ
た
わ
」
と

″若
い
ト
リ

オ
」
関
根
さ
ん
、
大
塚
さ
ん
は
大
学

に
進
学
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
続
け

た
い
と
い
つ
。

赤
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
姿
の
二
人
。
ご
飯
を
食
べ
終
わ
る

と
会
場
わ
き
の
特
設
テ
ン
ト
ヘ
ー
ｃ

「お
土
産
何
に
す
る
，
」
と
女
の
子

ら
し
い
相
談
ｃ
国
体
記
念
品
を
買
い

求
め
て
い
た
。
外
は
秋
晴
れ
、
彼
女

た
ち
の
足
取
り
も
軽
や
か
だ
っ
た
。

（新
潟
日
報
　
１０

・
２５
）

一
方
、
女
子
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
工

業
が
順
当
に
、
四
連
勝
で
１６
回
目
の

栄
冠
に
輝
い
た
。

▼
男
子
団
体
戦
▽
準
々
決
勝

ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業

（愛
知
）
３
１

０
日
本
電
装

（愛
知
）、富
士
市
役
所

（静
岡
）
３
１
０
豊
田
自
動
織
機

ト
ヨ
タ
自
工
２
１
０
日
本
電
装

〔ト
ヨ
タ
自
エ
メ
ン
パ
ー
〕

監
督
＝
小
林
洋
子
、
選
手
＝
宮
内
す

み
子
、
布
上
茂
美
、
松
谷
優
子
、
蒲

田
優
美
子

東
京
都
協
会

愛
知
県
協
会
　
　
　
　
　
　
　
　
純
難
ド
菅
沼
友
明
、
笠
井
好
美
、
古

去
る
１０
月
６
日
、
愛
知
県
刈
谷
市
　
▼
女
子
団
体
戦
▽
準
決
勝

郷締町】晰】るＭな鶏判枷錬鈍　　（卜愛ョ膨「工２１１馴剌膨つブ

絆
輔
甥
爵
卸
絆
Ｌ
　
（日鵜
囃
‐
島
蜃
礎
士

実
に
１６
回
日
の
優
勝
を
ね
ら
う
愛
知

　

▽
三
位
決
定
戦

県
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
を
降
し
、　
　
挑
山
ク
ラ
ブ
２
１
１
本
州
製
紙
富
士

初
優
勝
を
と
げ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
▽
決
勝

（愛
知
）、新
日
鉄
名
古
屋

（愛
知
）
　

　

こ
の
た
び
、
東
京
都
バ
ド
ミ
ン
ト

３
１
０
名
古
屋
市
役
所

（愛
知
）、富

　

ンヽ
協
会
の
総
会
が
９
月
４
日
に
開
催

士
写
真
フ
イ
ル
ム
富
士
宮

（静
岡
）、
　

さ
れ
、
左
記
の
と
お
り
役
員
が
決
定

３
１
１
名
古
屋
鉄
道

（愛
知
）
　

　

　

い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し

▽
準
決
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す

富
士
市
役
所
３
１
１
ト
ヨ
タ
自
工
　
　
　
名
誉
会
長
＝
福
田
　
篤
泰

富
士
写
真
フ
３
１
１
新
日
鉄
名
古
屋
　
　
〈
ム　
　
長
＝
小
口
　
政
雄

▽
三
位
決
定
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

ム
ス
長
＝
原
　
文
兵
衛

ト
ヨ
タ
自
工
３
１
０
新
日
鉄
名
古
屋
　
　
　
　
″
　

＝
玉
手
　
　
庸

▽
決
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

事

長
＝
浅
岡
　
　
武

富
士
市
役
所
３
１
１
富
士
写
真
フ
　
　
　
　
事
務
担
当
＝
清
水
　
蓋
呈

〔宮
士
市
役
所
メ
ン
パ
ー
〕
　
　
　
　
　
新
事
務
所
――
東
京
都
葛
飾
区
四
つ

監
督
＝
川
端
忠
司
、
選
手
＝
平
野
孝
　
　
　
　
　
　
　
木
１
～
３３
～
‐９

雄
、
笠
井
憲

一
、
増
田
錠

一
、
鳥
居
　
　
　
電
話
＝
０３
～
６９３
～
３
５
４
７

マ
ス
コ
ミ
の
と
ら
え
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・協
会
通
信
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―みんなで見にいこうオール・ジヤバンー

い
よ
い
よ

一
九
七
四
年
の
最
後
を

か
ざ
る
全
日
本
総
合
選
手
権
大
会
が

来
る
１２
月
１０
日
の
開
会
式
を
幕
開
け

に
、
１２
月
１５
日
ま
で
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
①
昨
年
度
全
日
本

総
合
選
手
権
大
会
ラ
ン
キ
ン
グ
ー０
位

以
内
、
②
今
年
度
全
日
本
社
会
人
ラ

ン
キ
ン
グ
８
位
以
内
、
０
今
年
度
全

日
本
教
職
員
ラ
ン
キ
ン
グ
８
位
以
内
、

０
今
年
度
全
日
本
実
業
団
ラ
ン
キ
ン

グ
８
位
以
内
、
⑤
今
年
度
全
日
本
学

生
ラ
ン
キ
ン
グ
８
位
以
内
、
０
今
年

度
全
国
高
校
ラ
ン
キ
ン
グ
８
位
以
内
、

と
い
っ
た
条
件
を
満
た
さ
ね
ば
出
場

で
き
な
い
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
、

ま
さ
に
一
九
七
四
年
の
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
決
定
す
る
。
い
わ
ば
決
戦
大
会

で
す
。
最
終
出
場
選
手
は
ま
だ
決
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
予
想
さ
れ
る
顔
ぶ
れ

で
、
今
大
会
の
見
ど
こ
ろ
を
追
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

■
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

や
は
り
な
ん
と
い
っ
て
も
小
島

一

平

（ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
）
が

三
年
連
続
優
勝
を
か
ざ
り
、
八
度
目

の
栄
冠
を
手
に
す
る
か
ど
つ
か
、
と

い
つ
の
が
最
大
の
焦
点
で
し
ょ
う
。

昨
年
に
比
べ
る
と
や
は
り
生
活
の

変
化
か
ら
練
習
量
の
不
足
は
否
定
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
を
補
っ

て
あ
ま
り
あ
る
ガ
ッ
ツ
と
、
持
ち
前

の
一
発
勝
負
の
強
さ
で
、
や
は
り
優

勝
候
補
の
本
命
で
す
。

も
し
小
島
が
敗
れ
る
と
す
れ
ば
そ

れ
は
い
っ
た
い
誰
か
。

全
日
本
社
会
人
で
粘
り
づ
よ
い
プ

レ
ー
を
見
せ
、
優
勝
し
た
今
泉

金
品

岡
市
役
所
ｘ
国
体
で
東
京
に
優
勝
を

も
た
ら
し
た
栂
野
尾

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ
）、驚
く
べ
き
ス
タ
ミ
ナ
を

も
つ
遠
藤

（電
々
北
海
道
）、あ
る
い

は
本
間

（ト
ヨ
タ
自
工
）
あ
た
り
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
泉
は
さ
き
の

国
体
で
小
島
に

一
方
的
に
敗
れ
て
お

り
、
過
去
に
も
相
性
が
悪
く
、
ま
た

本
間
は
練
習
不
足
が
目
立
つ
の
で
、

や
は
り
対
抗
と
し
て
は
栂
野
尾
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

番
狂
わ
せ
が
あ
れ
ば
遠
藤
と
い
う
と

こ
ろ
。
も
し
準
々
決
勝
あ
た
り
か
ら
せ
り

合
い
が
つ
づ
く
こ
と
に
な
る
と
、
小

島
と
し
て
も
苦
し
く
な
り
、
楽
観
は

許
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
長

谷
川

（勝
山
高
）、滝
川

（金
沢
市

工
）、小
林

（逗
子
開
成
）、成
田

（日

大
鶴
が
丘
）
と
い
っ
た
高
校
生
が
ど

の
よ
う
な
プ
レ
ー
を
み
せ
る
か
も
大

い
に
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

全
英
選
手
権
で
王
座
に
返
り
咲
い

た
湯
木

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）
を
お
び

や
か
す
選
手
は
今
の
と
こ
ろ
ま
っ
た

く
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
来

年
六
月
の
ユ
ー
バ
ー
杯
防
衛
戦
を
控

え
て
、
湯
木
に
続
く
選
手
が
ど
う
し

て
も
必
要
で
す
。
徳
田

（四
条
畷
学

園
短
大
）、井
上

（日
体
大
）
と
い
っ

た
若
手
の
奮
起
を
の
ぞ
み
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

■
男
子
ダ
ブ
ル
ス

全
英
、
ア
ジ
ア
大
会
と
も
に
ベ
ス

ト
４
に
進
出
し
、
国
体
で
も
そ
の
実

力
を
み
せ
た
池
田

（電
電
東
京
Ｙ
栂

野
尾

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
）
組

が
最
有
カ
ペ
ア
。
こ
れ
に
続
い
て
若

さ
あ
ふ
れ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
プ
レ
ー

を
す
る
飯
野

・
土
田
組

（日
大
）、昨

年
の
雪
辱
を
ね
ら
い
た
い
ベ
テ
ラ
ン

秋
山

（秋
山
紙
店
Ｙ
少
島

（ラ
ケ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
）
組
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
つ
。
本
間

（ト
ヨ
タ
白

工
）、谷
口

（同
）、今
泉

（一局
岡
市
役

所
）、河
村

（同
）、田
所
（電
電
東
京
）

が
ど
の
よ
う
な
ペ
ア
で
出
場
す
る
か

に
よ
っ
て
、
優
勝
戦
線
に
も
ひ
と
波

乱
あ
り
そ
う
で
す
。

ま
た
若
手
で
は
、
笠
井

・
高
橋
組

（関
東
自
動
車
）、
今
井

・
桐
生
組

（群
馬
県
教
員
）、
さ
ら
に
長
谷
川

・

諏
訪

（勝
山
高
）、
塚
本

・
小
倉
組

塞
分
艮
一
条
高
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ

が
、
ベ
ス
ト
８
に
食
い
こ
む
よ
う
に

な
る
と
大
会
も
大
い
に
も
り
上
が
り

日
本
の
前
途
に
も
明
か
る
い
材
料
と

な
る
の
で
す
が
、
は
た
し
て
ど
の
よ

う
な
試
合
が
展
開
す
る
か
。

■
女
子
ダ
ブ
ル
ス

最
近
い
ま
ひ
と
つ
好
調
の
波
に
乗

れ
ず
苦
し
ん
で
い
る
相
沢

・
竹
中
組

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
）
が
六

度
目
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
か
ど

う
か
が
見
ど
こ
ろ
。
若
手
若
手
と
い

わ
れ
て
い
た
相
沢

・
竹
中
組
も
そ
ろ

そ
ろ
中
堅
に
は
い
っ
て
き
た
。
来
年

の
ユ
杯
戦
の
た
め
に
も
、
こ
の
ペ
ア

の
最
大
の
難
点
に
な
っ
て
い
る

″お

天
気
屋
″
の
ム
ー
ド
を

一
掃
し
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。　
つ
ね
に
安
定
し

た
力
を
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま

だ
ま
だ
将
来
性
の
高
い
ペ
ア
な
の
で

す
か
ら
。

こ
れ
に
対
し
湯
木

・
池
田
組

（河

崎
ラ
ケ
ッ
ト
）
も
安
定
感
と
い
う
点

で
は
不
十
分
で
す
が
、
池
田
に
当
た

り
が
で
て
く
れ
ば
非
常
に
強
い
ペ
ア

で
す
。
こ
の
二
つ
の
ペ
ア
が
昨
年
に

つ
づ
い
て
決
勝
で
顔
を
合
わ
せ
る
の

が
順
当
で
す
が
、
こ
こ
で
な
ん
と
か

学
生
界
を
代
表
し
て
、
西
尾

・
秋
本

（日
体
大
）、石
田

・
吉
田

（日
女
体

大
）、古
谷

・
佐
伯

（日
体
大
）
あ
た

り
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
″
三

ろ
ぅ
古
谷
は
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
上
位

進
出
が
ね
ら
え
る
選
手
で
す
。

■
混
合
ダ
ブ
ル
ス

昨
年
は
男
子
ダ
ブ
ル
ス
ば
り
の
強

さ
を
見
せ
た
栂
野
尾

・
竹
中

（
ョ
ネ

ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
）
が
出
場
す
れ

ば
、
や
は
り
最
有
カ
ペ
ア
で
し
ょ
う
．

界

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）
が
湯
木

（河

崎
ラ
ケ
ッ
ト
）
と
ペ
ア
を
組
め
ば
か

な
り
強
力
に
な
り
栂
野
尾

・
竹
中
も

安
泰
と
は
い
え
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
界
が
天
野

（東
海
女
子
短
大
）
と

組
め
ば
、
ベ
テ
ラ
ン
の
味
を
生
か
し

た
ミ
ス
の
少
な
い
ペ
ア
と
な
り
、
こ

れ
も
ま
た
大
い
に
楽
し
み
で
す
。
さ

ら
に
ミ
ッ
ク
ス
と
い
え
ば
、
こ
の
二

人
、
杉
田
夫
妻
組

（横
浜
立
野
高
教

員

・
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
を
工忘
れ
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
昨
年
は
不

振
で
し
た
が
、
今
年
は
巻
き
返
し
を

は
か
り
、
そ
の
健
在
ぶ
り
を
み
せ
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
年
も
ま
た
見

ご
た
え
の
あ
る
熱
戦
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ
い
ｃ
Ｈ
日
か
ら

‐３
日
ま
で
は
入
場
無
料
で
す
。

‐２
月
＝
日

（水
）
～
１３
日

（金
）
＝

東
京
都
中
央
区
立
総
合
体
育
館

・
地

下
鉄
人
形
町
駅
下
車
徒
歩
７
分
。

‐２
月
＝
日

（土
）
、
１５
日

（日
）
＝
国

立
競
技
場
代
々
木
第
二
体
育
館

。
国

電
原
宿
駅
下
卓
徒
歩
３
分

ど
う
ぞ
お
知
り
合
い
の
方
、
友
人
、

先
輩
、
後
輩
、
一
環
縦
いと
お
さ
そ
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
観
戦
、
一
一声
援

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先
＝
〇
三
―
四
六
七
―

三

一
一
一
（内
線
三
五

一
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
】
第
６‐
号

昭
和
”
年

１０
月
２５
日
　
印
刷

昭
和
“
年
■
月
１
日
　
発
行

日
■
燎
発
行
人
　
凛
　
　
　
　
　
浩

発
行
所
　
東
京
都
渋
●
区
神
南

一
の

一
の

一

岸
記
念
体
青
”
内

日
本
パ
ト
ミ
ン
ト

ン
協
会

電
話

四
六
七
〓
二

二

（
内
燎
Ｉ

一
■

一

四
六
七
・七
０
九
五
（壼
遭
）

郵
便
書
号

　

一
五
〇

燿
書

口
塵

。
東
京
三
二

一
九
二

印
刷
所
　
東
京
椰
豊
島
区
南
夫
颯
ニ
ー
二
九

明
■
印
覇
株
式
会
社

定
個

　

一
部

三
百
二
十
円

◎無断転載を禁ず



あ
な
た
は
ひ
か
る
＝
＝
＝
＝

は
げ
し
い
動
き
、
・ふ
き
出
す
汗
、
す

べ
て
の
条
件
を

プ

レ
イ
ヤ
ー
本
位

に
満
た
す

ヵ
ヮ
サ
キ
の
″
リ
ー
ス
″
は
あ
な
た
の
ウ

エ
ア
で
す
。

河

崎

ラ

ケ

ッ

ト

エ

業

株

式

会

社

東
京
都
台
東
区
台
東
２
１
２８
‐
５

電
話
（
８３

）
１
８
８
４
●
０
４
５
３

こ

の

〓
瞬

＝
【



―
り

「
ヾ
ド
…
′
・
′
ｌ
　
午，，
１
ナ
　
昭
和
四
卜
，し
年
卜

一
月

一
日
発
行
（毎
サー

一
回

一
日
発
行
）

電
子
斤
　
東
．ボ
都
渋
谷
宰
榊
浦
‐ノ
一
ン
，
　
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

定
価
二
百
二
十
円

国籍は
―
Ш私ヨ′ック 。il璽 iまに

世界の一流プレイヤーに使われ、世界のコートで

熱い視線を浴びてきたヨネヤマが、名前を変えま

した。いま、こころも新たにヨネックス。世界の

レベルを決めるプランドに、ふさわしい名前です。

グロー′ウレな響きです。バドミントンを科学の目

でとらえるヨネヤマの、力強い変身。ヨネックス。

この 5文字が、ことばの違いを越え、国籍を越え

て、ひとびとの心をひとつに結びます。すでにも

う、世界のひとたちはかってのヨネヤマをヨネッ

クスと、そう呼びはじめました。さあ、あなたも。
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¥4′ 800(フ レーム・ケース付 )


